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は
じ
め
に

　

２
０
１
７
年
１
月
に
第
45
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
に
就
任
し
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
離
脱
、
移
民
の
入
国
制
限
、
オ
バ
マ
ケ
ア
の
廃
止
、
国
境
税
の
提
唱
等
、
そ
の
一
挙
手

一
投
足
が
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
も
、
選
挙
期
間
中
か
ら
「
パ
リ
協
定
の
キ
ャ
ン
セ
ル
」
を
公
言
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
の
促
進
や
環
境
関
連
規
制
の
大
幅
な
見
直
し
を
公
約
に
掲
げ
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生

に
よ
っ
て
最
も
過
激
な
方
針
転
換
が
生
じ
つ
つ
あ
る
分
野
の
一
つ
で
あ
り
、
21
世
紀
政
策
研
究
所
で

は
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
筆
者
（
有
馬
純　

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
／
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学

院
教
授
）
に
て
、
２
０
１
７
年
３
月
上
旬
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
ト
ラ
ン
プ
政
権
関
係
者
等
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
通
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
の
方
向
性
の
調
査
を
実
施
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
７
年
３
月
27
日
開
催
の
21
世
紀
政
策
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
で
、
筆
者
よ
り
、
ワ
シ
ン
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ト
ン
で
の
調
査
を
踏
ま
え
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
、
温
暖
化
防
止
の
国
際
的
取

り
組
み
に
与
え
る
影
響
、
我
が
国
に
と
っ
て
の
意
味
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
に
つ
い
て
は
、
徐
々
に
姿
が
見
え
て
き
つ
つ
あ
る
が
、

パ
リ
協
定
へ
の
方
針
を
含
め
、
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告
時
点
（
３
月
27
日
）
で
は
不
透
明
な
部
分
も
多
々

あ
っ
た
。

　

本
書
は
、
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告
内
容
に
、
そ
の
後
の
情
報
等
を
一
部
加
筆
の
う
え
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
政
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
影
響
、
我
が
国
へ
の

イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
皆
さ
ま
の
企
業
活
動
の
今
後
の

展
開
の
お
役
に
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
翌
日
（
２
０
１
７
年
３
月
28
日
）
に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
温
暖
化
対
策
に

関
す
る
大
統
領
令
─"Presidential Executive O

rder on Prom
oting Energy Independence 

and Econom
ic Grow

th"

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
独
立
・
経
済
成
長
推
進
の
た
め
の
大
統
領
令
）─
が
署
名
・

発
表
さ
れ
た
。
こ
の
大
統
領
令
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
各
該
当
箇
所
に
、【
２
０
１
７

年
３
月
28
日
大
統
領
令
に
関
す
る
追
記
】
と
し
て
追
記
・
紹
介
す
る
形
と
し
た
。





セ
ミ
ナ
ー
６
（
２
０
１
７
年
３
月
27
日
開
催
）

ト
ラ
ン
プ
政
権
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策

　
　

有
馬　
　

純

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
／

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授
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１
．
ト
ラ
ン
プ
陣
営
と
共
和
党
の
選
挙
公
約

（
１
）
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
拡
大
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
低
下
、
米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
確 

　
　
　

立
が
中
核

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中
核
は
、
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
拡
大
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
低
下
、
米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
確
立
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
２
０
１
６
年
５
月
の

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
に
発
表
し
た
「
米
国
第
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
（A

n A
m

erica First Energy 
Plan

）」
＊
１

で
は
以
下
の
公
約
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
　

米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
確
立
、
数
百
万
の
雇
用
創
出
。

　
　

50
兆
ド
ル
に
の
ぼ
る
米
国
の
シ
ェ
ー
ル
、
石
油
、
ガ
ス
、
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
資
源
の
開
発
。

　
　

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
カ
ル
テ
ル
や
米
国
の
利
害
に
敵
対
す
る
国
々
か
ら
の
輸
入
を
不
要
に
。

　
　

連
邦
所
有
地
（
陸
域
、
海
域
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発
へ
の
開
放
。

　
　

排
出
削
減
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
低
下
、
経
済
成
長
に
つ
な
が
る
天
然
ガ
ス
そ
の
他
の
国
産
エ
ネ
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ル
ギ
ー
源
の
使
用
を
促
進
。

　
　

オ
バ
マ
政
権
の
雇
用
破
壊
的
な
行
政
措
置
を
全
て
廃
止
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
へ
の
障
壁
を
削

減
・
撤
廃
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
間
50
万
人
の
雇
用
創
出
、
３
０
０
億
ド
ル
の
賃
金
引
上
げ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
低
下
を
図
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
６
年
10
月
に
発
表
し
た
「
米
国
を
偉
大
に
す
る
た
め
の
１
０
０
日
行
動
計
画
（100-

day A
ction Plan to M

ake A
m

erica Great A
gain

）」
＊
２

で
は
「
米
国
の
労
働
者
を
守
る
た
め
の
７

つ
の
行
動
」
の
中
で
先
述
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発
の
促
進
に
加
え
、「
キ
ー
ス
ト
ー
ン
Ｘ
Ｌ
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
オ
バ
マ
、
ク
リ
ン
ト
ン
が
課
し
た
制

約
を
撤
廃
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　

全
体
と
し
て
、
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
拡
大
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
低
下
、
米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
の
確
立
、
そ
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

１　

https://w
w

w
.donaldjtrum

p.com
/policies/energy
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２　

https://assets.donaldjtrum
p.com

/_landings/contract/O
-T

RU
-102316-Contractv02.pdf#search=

%
27donald+trum

p%

27s+contract+w
ith+the+am

erican+voter%
27
（
２
）
温
暖
化
防
止
に
は
懐
疑
的

　

こ
れ
に
対
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
温
暖
化
防
止
に
対
す
る
姿
勢
は
極
め
て
冷
淡
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
、
か
つ
て
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
「
気
候
変
動
問
題
は
中
国
が
米
国
の
競
争
力
を
削
ぐ
た
め
に
つ

く
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
」「
温
暖
化
は
で
っ
ち
上
げ
（hoax

）
だ
」
と
公
言
し
、
環
境
関
係
者
か
ら

強
い
批
判
を
受
け
て
き
た
。
ま
た
選
挙
期
間
中
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
オ
バ
マ
・
ク
リ
ン
ト
ン
路
線

の
下
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
制
約
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
50
万
人
の
雇
用
を
奪
い
、
経
済
に
２
・
５ 

兆
ド
ル
の
コ
ス
ト
を
も
た
ら
し
、
一
人
当
た
り
所
得
を
７
０
０
０
ド
ル
引
き
下
げ
る
」
と
い
う
ヘ
リ

テ
ー
ジ
財
団
の
試
算
を
引
用
し
、
オ
バ
マ
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
を
強
く
批
判
し
て
き
た
。

１
０
０
日
行
動
計
画
の
中
で
も
「
オ
バ
マ
大
統
領
に
よ
る
憲
法
違
反
の
行
政
措
置
、
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
、

命
令
を
全
て
廃
止
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
中
で
も
具
体
的
に
槍
玉
に
あ
が
っ
た
の
が
、
オ
バ
マ
政
権

の
温
暖
化
対
策
の
中
核
と
し
て
、
２
０
１
５
年
８
月
に
発
表
さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
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ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
は
各
州
の
Ｃ
Ｏ　

排
出
削
減
目
標
量
を
示
し
、
各
州
が
そ
れ
ぞ
れ
の
電
源

構
成
状
況
を
踏
ま
え
て
、
最
も
経
済
効
率
の
高
い
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
Ｅ
Ｐ
Ａ

（
環
境
保
護
庁
）
は
Ｃ
Ｏ　

排
出
削
減
手
段
と
し
て
、
①
石
炭
火
力
発
電
所
の
発
電
効
率
の
向
上
を
図

る
、
②
老
朽
石
炭
火
力
発
電
所
を
廃
止
し
て
天
然
ガ
ス
火
力
発
電
所
へ
切
り
替
え
る
、
③
通
常
の
石
炭

火
力
発
電
所
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
（
風
力
、
太
陽
光
）
へ
切
り
替
え
る
こ
と
を
求
め
、
各

州
は
遅
く
と
も
２
０
１
８
年
９
月
ま
で
に
Ｃ
Ｏ　

削
減
目
標
と
Ｃ
Ｏ　

排
出
削
減
計
画
（
２
０
１
６
～

２
０
３
０
年
）
を
策
定
・
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
米
国

全
体
の
Ｃ
Ｏ　

排
出
量
の
約
３
分
の
１
を
占
め
る
発
電
部
門
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ　

排
出
量
を
２
０
３
０
年

に
２
０
０
５
年
比
で
32
％
削
減
で
き
る
と
さ
れ
、「
２
０
２
５
年
ま
で
に
２
０
０
５
年
比
で
26
〜
28
％

削
減
」
と
い
う
オ
バ
マ
政
権
の
目
標
達
成
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
は
発
電
部
門
に
お
け
る
石
炭
シ
ェ
ア
の
高
い
州
、
石
炭
生
産
州

な
ど
か
ら
の
強
い
反
発
を
招
き
、
27
に
の
ぼ
る
州
か
ら
規
制
の
合
法
性
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、

２
０
１
６
年
２
月
に
最
高
裁
判
所
が
係
争
中
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
一
時

差
し
止
め
判
決
を
出
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
選
挙
期
間
中
を
通
じ
て
た
び
た
び
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー

２

２

２

２

２

２
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プ
ラ
ン
に
言
及
し
、「
雇
用
に
悪
影
響
を
与
え
る
規
制
を
撤
廃
す
る
」
と
公
約
し
て
き
た
。

　

大
統
領
選
に
お
け
る
共
和
党
勝
利
州
と
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
反
対
州
は
大
き
く
重
な
っ
て
い
る

（
図
１
）。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
当
選
に
は
従
来
、
伝
統
的
に
民
主
党
支
持
で
あ
っ
た
石
炭
州
ペ
ン
シ
ル

バ
ニ
ア
州
、
オ
ハ
イ
オ
州
で
共
和
党
が
勝
利
し
た
こ
と
が
決
定
的
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の

た
め
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
政
権
発
足
後
も
し
ば
し
ば
石
炭
労
働
者
に
言
及
し
、
２
０
１
７
年
２
月
28
日

の
上
下
両
院
議
会
演
説
で
は
、「
我
々
の
偉
大
な
石
炭
労
働
者
の
将
来
と
生
活
を
脅
か
す
規
制
を
差
し

止
め
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
国
連
に
お
け
る
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
多
国
間
協
力
に
も
否
定
的
で
あ
り
、
選

挙
期
間
中
「
パ
リ
協
定
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
」「
国
連
気
候
変
動
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
数
十
億
ド
ル

の
支
払
い
を
や
め
、
米
国
の
水
・
環
境
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
あ
て
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。

（
３
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
に
つ
い
て
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
共
和
党
の
方
針
は
一
致

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
選
挙
期
間
中
の
過
激
な
言
動
に
は
、
同
盟
関
係
の
見
直
し
等
、
共
和
党
主
流
派

の
伝
統
的
考
え
方
と
合
致
し
な
い
も
の
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
で
は
共
和
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出
所

：
経

済
産

業
省

資
料

図
１

　
ク

リ
ー

ン
パ

ワ
ー

プ
ラ

ン
反

対
州

と
共

和
党

勝
利

州
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党
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム＊

３

と
ト
ラ
ン
プ
氏
の
発
言
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
共
和
党
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
関
連
部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

我
々
は
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
原
子
力
、
水
力
等
、
自
由
経
済
の
下
で
、
補
助
金
な
し
で
経

済
性
を
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
支
持
す
る
。

　
　

化
石
燃
料
を
採
掘
せ
ず
、
地
中
に
留
め
る
（keep it in the ground

）
政
策
は
職
を
奪
う
。

　
　

民
主
党
は
石
炭
が
潤
沢
、
ク
リ
ー
ン
、
安
価
、
信
頼
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
て
い
な
い
。
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
即
時
撤
廃
す
る
。

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
引
き
上
げ
る
い
か
な
る
形
態
の
炭
素
税
に
も
反
対
す
る
。

　
　

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
環
境
保
護
庁
）
の
権
限
を
州
に
移
管
し
、
独
立
し
た
超
党
派
委
員
会
に
改
組
す
る
。

　
　

気
候
変
動
の
議
論
は
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
冷
静
な
も
の
で
あ
る
べ
き
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
は
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
政
治
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
科
学
的
な

組
織
で
は
な
い
。

　
　

署
名
者
（
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
、
オ
バ
マ
大
統
領
）
の
個
人
的
コ
ミ
ッ
ト
に
過
ぎ
な
い
京
都
議
定



15　　 

書
、
パ
リ
協
定
を
拒
否
す
る
。

　
　

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
を
加
盟
国
と
す
る
国
連
機
関
へ
の
資
金
拠
出
を
禁
じ
た
１
９
９
４
年
対
外

関
係
法
に
基
づ
き
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
枠
組
条
約
）
に
対
す
る
拠
出
金
を
停
止
す
る
。

　
　

環
境
問
題
は
経
済
成
長
を
制
約
し
、
職
を
奪
う
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
命
令
管
理
型
の
規
制
を
通
じ
て

で
は
な
く
、
技
術
開
発
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
米
国
第
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
や
１
０
０
日
行
動
計
画
と
方
向
性
を
ほ
ぼ
同

じ
く
し
て
お
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
が
、
こ
の
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
行

わ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
考
え
ら
れ
た
。

３　

https://prod-static-ngop-pbl.s3.am
azonaw

s.com
/m

edia/docum
ents/D

RA
FT

_12_FIN
A

L [1] -ben_1468872234.pdf

（
４
）
米
国
人
の
気
候
変
動
に
関
す
る
見
方

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
選
挙
公
約
、
共
和
党
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
温
暖
化
防
止
に
対
し
て
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冷
淡
な
姿
勢
が
顕
著
な
の
は
、
共
和
党
と
民
主
党
の
両
極
化
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
２
０
１
４
年
に

PEW
 Research Center

が
出
し
た"Political Polarization in the A

m
erican Public" ＊

４

に
よ
れ

ば
、
過
去
20
年
で
共
和
党
と
民
主
党
の
両
極
化
が
大
き
く
進
み
、
互
い
に
相
手
を
「
国
家
の
安
寧
に
対

す
る
脅
威
」
と
見
な
し
、
敵
意
を
高
め
て
い
る
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
（
図
２
、
18
ペ
ー
ジ
の
図
３
、

19
ペ
ー
ジ
の
図
４
）。

　

こ
う
し
た
傾
向
は
個
々
の
政
策
分
野
に
も
及
び
、
温
暖
化
問
題
も
両
極
化
が
大
き
な
分
野
で
あ
る
。

PEW
 Research Center

が
２
０
１
６
年
に
発
表
し
た"T

he Politics of Clim
ate" ＊

５

で
は
気
候
変

動
の
原
因
、
対
策
、
気
候
変
動
科
学
に
対
す
る
信
頼
に
至
る
ま
で
、
米
国
内
の
両
極
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
（
20
ペ
ー
ジ
の
図
５
、
21
ペ
ー
ジ
の
図
６
）。
そ
の
主
要
な
ポ
イ
ン
ト

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

79
％
の
リ
ベ
ラ
ル
民
主
党
員
は
地
球
温
暖
化
は
人
間
活
動
に
起
因
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
の

に
対
し
、
そ
う
考
え
る
保
守
派
共
和
党
員
は
15
％
。

　
　

70
％
の
リ
ベ
ラ
ル
民
主
党
員
は
気
候
学
者
が
気
候
変
動
に
関
し
て
十
分
正
確
な
情
報
を
提
供
し
て
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出
所

：
PEW

 Research Center

図
２

　
民

主
党

と
共

和
党

の
イ

デ
オ

ロ
ギ

ー
面

で
の

両
極

化
の

進
展
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出
所

：
PEW

 Research Center

図
３

　
対

立
政

党
が

「
国

家
の

安
寧

に
対

す
る

脅
威

」
で

あ
る

と
感

じ
る

度
合

い
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出
所

：
PEW

 Research Center

図
４

　
民

主
党

、
共

和
党

の
相

互
敵

意
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出所：PEW Research Center

図５　気候変動科学に対する信頼
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出所：PEW Research Center

図６　気候変動のインパクト、対応策に関する見方
y
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い
る
と
考
え
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
う
考
え
る
保
守
派
共
和
党
員
は
15
％
。

　
　

55
％
の
リ
ベ
ラ
ル
民
主
党
員
は
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
つ
い
て
科
学
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
う
考
え
る
保
守
派
共
和
党
員
は
16
％
。

　
　

55
％
の
リ
ベ
ラ
ル
民
主
党
員
は
気
候
変
動
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
利
用
可
能
な
最

良
の
証
拠
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
う
考
え
る
保
守
派
共
和
党
員
は
９
％
。

　
　

多
く
の
保
守
派
共
和
党
員
が
気
候
変
動
に
関
す
る
研
究
は
科
学
者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
欲
求
（
57

％
）、
政
治
的
傾
向
（
54
％
）
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
に
対
し
、
多
く
の
リ
ベ
ラ

ル
民
主
党
員
は
、
科
学
的
証
拠
に
基
づ
い
て
い
る
（
55
％
）
と
考
え
て
い
る
。

　
　

気
候
変
動
対
策
と
し
て
、
発
電
所
に
対
す
る
規
制
が
有
効
と
考
え
る
リ
ベ
ラ
ル
民
主
党
員
は
76
％

で
あ
る
の
に
対
し
保
守
派
共
和
党
員
は
29
％
。
国
際
合
意
が
有
効
と
考
え
る
リ
ベ
ラ
ル
民
主
党
員

は
71
％
で
あ
る
の
に
対
し
保
守
派
共
和
党
員
は
27
％
。
厳
し
い
燃
費
基
準
が
有
効
と
考
え
る
リ
ベ 

ラ
ル
民
主
党
員
は
67
％
で
あ
る
の
に
対
し
保
守
派
共
和
党
員
は
27
％
。
企
業
へ
の
税
制
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
有
効
と
考
え
る
リ
ベ
ラ
ル
民
主
党
員
は
67
％
で
あ
る
の
に
対
し
保
守
派
共
和
党
員
は 

23
％
。
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こ
の
よ
う
に
共
和
党
保
守
派
（Conservative Republicans

）
と
民
主
党
リ
ベ
ラ
ル
派
（Liberal 

D
em

ocrats

）
の
間
で
は
気
候
変
動
に
関
す
る
考
え
方
が
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
政

権
第
二
期
に
お
い
て
政
治
資
源
を
傾
け
た
気
候
変
動
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
対
し
て
大
き
な
揺
り
戻
し
が
生
ず

る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

４　

http://w
w

w
.people-press.org/2014/06/12/political-polarization-in-the-am

erican-public/

５　

http://w
w

w
.pew

internet.org/2016/10/04/the-politics-of-clim
ate/

（
５
）
Ｅ
Ｐ
Ａ
移
行
チ
ー
ム
に
気
候
変
動
懐
疑
派
を
起
用

　

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
か
ら
ト
ラ
ン
プ
陣
営
に
気
候
変
動
関
連
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
政
権
発
足

ま
で
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
政
権
移
行
チ
ー
ム
を
率
い
た
の
が
保
守
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
Ｃ
Ｅ
Ｉ
（Com

petitive 
Enterprise Institute

）
の
マ
イ
ロ
ン
・
エ
ー
ベ
ル
氏
で
あ
る
。
彼
は
自
身
の
主
宰
す
る
地
球
温
暖
化

に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

Global W
arm

ing. org -M
ay Cooler H

eads Prevail ＊
６

に
お
い
て
気

候
変
動
の
科
学
や
リ
ス
ク
に
対
す
る
疑
念
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
廃
止
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
Ｃ
Ｏ　

規
２



24

制
権
限
の
剥
奪
等
の
論
陣
を
張
っ
て
お
り
、
オ
バ
マ
政
権
の
大
き
な

政
府
、
政
策
介
入
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
批
判
し
て
オ
バ
マ
大
統
領
を
温

暖
化
防
止
の
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
に
見
立
て
た
風
刺
画
を
掲
げ
た
り
し

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
ロ
ー
ソ
ン
英
貴
族
院
議
員
が

設
立
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
気
候
変
動
懐
疑
派
の
シ
ン
ク
タ
ン
クGlobal 

W
arm

ing Policy Foundation ＊
７

と
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
彼
は
か
ね
て
か
ら
環
境
団
体
か
ら
「
気
候
変
動
懐
疑
派
」
と

し
て
強
く
批
判
さ
れ
て
き
た
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｉ
が
２
０
１
６
年
12
月
に
、
２
０
１
７
年
１
月
か
ら
始
ま
る

第
１
１
５
議
会
に
対
す
る
政
策
提
言
と
し
て
発
表
し
た"Free to 

Prosper: A
 Pro-Grow

th A
genda for the 115th Congress" ＊

８

の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
分
野
に
つ
い
て
は
以
下
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
選
挙
公
約
や
共
和
党
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
策
定
に
あ
た
っ
て
Ｃ
Ｅ
Ｉ

オバマ大統領を揶揄するイラスト　　マイロン・エーベル氏
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の
イ
ン
プ
ッ
ト
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
　

パ
リ
協
定
が
条
約
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
上
院
で
の
批
准
決
議
に
か
け
る
。

　
　

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
を
加
盟
国
と
し
て
い
る
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
へ
の
資
金
拠
出
を
や
め
る
。

　
　

ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
撤
回
し
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
実
施
予
算
を
削
除
す
る
。

　
　

大
気
浄
化
法
（Clean A
ir A

ct

）
を
改
正
し
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
気
候
変
動
政
策
権
限
を
与
え
な
い
こ

と
を
明
確
化
す
る
。

　
　

新
規
の
化
石
燃
料
火
力
に
対
す
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
Ｃ
Ｏ　

規
制
を
廃
止
す
る
。

　
　

炭
素
税
法
案
を
拒
否
す
る
。

　
　

Social Cost of Carbon

（
Ｃ
Ｏ　

の
社
会
的
費
用
）
を
規
制
根
拠
と
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
モ
デ

ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
予
算
を
停
止
す
る
。

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
燃
料
基
準
を
凍
結
し
、
消
費
者
の
自
由
な
選
択
に
ゆ
だ
ね
る
べ
く
、
同
基

準
を
２
０
２
２
年
以
降
、
廃
止
す
る
。

　
　

全
て
の
連
邦
政
府
省
庁
は
規
制
を
正
当
化
す
る
科
学
的
根
拠
がbest available science

に
基
づ

２

２
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き
、evidence test

を
通
過
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
規
制
導
入
に
あ
た
っ
て
は

最
も
負
担
の
小
さ
い
も
の
と
す
べ
し
。
規
制
導
入
の
際
に
使
わ
れ
た
デ
ー
タ
は
全
て
公
開
す
る
。

６　

http://w
w

w
.globalw

arm
ing.org/

７　

http://w
w

w
.thegw

pf.org/

８　

https://cei.org/agendaforcongress/energyandenvironm
ent-2017 
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２
．
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
後
の
動
向

（
１
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
の
主
要
閣
僚
人
事

　

マ
イ
ロ
ン
・
エ
ー
ベ
ル
氏
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
移
行
チ
ー
ム
へ
の
起
用
は
環
境
関
係
者
を
憤
慨
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
大
統
領
選
直
後
の
２
０
１
６
年
11
月
23
日
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
際
、
気
候
変
動
に
つ
い
て
「（
人
間
活
動
と
の
間
に
）
何
ら
か
の
関
係
は

あ
る
と
思
う
。
問
題
は
（
温
暖
化
対
策
で
）
企
業
に
ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
が
か
か
る
か
だ
」
と
述
べ
、
パ

リ
協
定
か
ら
の
離
脱
に
つ
い
て
は
「
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
検
討
し
て
い
る
」
等
、
選
挙
期
間
中
に
比

べ
れ
ば
「
穏
当
な
」
受
け
答
え
を
し
た＊

９

。
ま
た
12
月
初
め
に
は
「
不
都
合
な
真
実
」
で
知
ら
れ
る
ア

ル
・
ゴ
ア
元
副
大
統
領
が
ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
を
訪
問
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
及
び
長
女
の
イ
ヴ
ァ
ン
カ

氏
と
気
候
変
動
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
の
報
道
が
流
れ
た＊＊

＊

。
こ
の
た
め
、
環
境
関
係
者

の
間
で
は
、「
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
選
挙
期
間
中
の
過
激
な
発
言
と
は
裏
腹
に
、
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

も
そ
れ
な
り
に
取
り
組
む
の
で
は
な
い
か
」
と
の
期
待
感
が
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
に
関
す
る
主
要
閣
僚
人
事
を
発
表
し
始
め
る
と
、
こ
う
し
た
期
待
は
裏
切
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ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

Ｅ
Ｐ
Ａ
長
官
に
指
名
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
・
プ
ル
イ
ッ
ト
氏
は
、
前
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
司
法
長
官
で
あ

り
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
訴
訟
を
含
め
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
相
手
取
っ
て
こ
れ
ま
で
14
回
も
の
訴
訟
を
行

っ
て
き
て
い
る
。
彼
は
以
前
か
ら
「
地
球
温
暖
化
の
程
度
と
人
間
活
動
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
科
学

的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
な
い
」
と
発
言
し
、「
気
候
変
動
懐
疑
派
」
と
さ
れ
て
い
る
。
オ
バ
マ
政
権
の
温

暖
化
対
策
の
中
核
を
な
す
Ｅ
Ｐ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
廃
止
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
人
物
が
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
ト
ッ

プ
に
就
任
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
民
主
党
、
環
境
団
体
か
ら
は
強
い
反
発
を
招
き
、
閣
僚
人
事
を
議
論

す
る
上
院
の
環
境
・
公
共
事
業
委
員
会
で
は
民
主
党
議
員
が
投
票
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
挙
に
出
た
が
、

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
共
和
党
が
多
数
で
プ
ル
イ
ッ
ト
長
官
承
認
を
可
決
し
た
。
プ
ル
イ
ッ
ト
氏

は
上
院
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、「
気
候
変
動
は
発
生
し
て
お
り
、
人
間
活
動
に
起
因
し
て
い
る
が
、
人
間

活
動
の
役
割
や
気
候
変
動
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
度
合
い
、
対
応
方
針
に
つ
い
て
は
議
論
が
続
い
て
い
る
。 

Ｃ
Ｏ　

規
制
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
Ｃ
Ｏ　

の
危
険
性
を
認
定
し
た
）

Endangerm
ent finding

を
尊
重
す
る
」
等
と
述
べ
、
気
候
変
動
に
つ
い
て
一
定
の
理
解
を
示
す
発

言
を
し
て
い
た
が＊＊

＊

、
承
認
後
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
人
間
活
動
が
温
暖
化
の
主
因
で
あ
る
と
い
う
科
学
的
知
見

２

２
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や
、
大
気
浄
化
法
に
基
づ
く
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
Ｃ
Ｏ　

規
制
権
限
を
疑
問
視

す
る
発
言
を
し
て
い
る＊＊

＊

。

　

ま
た
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
か
ら
政
治
任
用
と
し
て
政
権
発
足
後
の
Ｅ

Ｐ
Ａ
に
乗
り
込
ん
だ
デ
ビ
ッ
ド
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
氏
は
「
気
候
変
動

政
策
は
気
候
感
度
を
含
む
科
学
的
不
確
実
性
が
あ
る
中
で
、
投
資
者

と
受
益
者
が
異
な
る
長
期
の
投
資
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
割
引
現

在
価
値
に
基
づ
く
厳
格
な
費
用
対
効
果
分
析
が
必
要
」「
炭
素
税
、

排
出
量
取
引
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
含
む
炭
素
規
制
は
雇
用

と
所
得
を
損
な
う
一
方
で
世
界
全
体
の
温
度
上
昇
抑
制
に
は
ほ
と
ん

ど
効
果
は
な
い
」
等
の
論
考
を
財
団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
出
し
て
い

る＊＊
＊

。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
長
官
に
指
名
さ
れ
た
リ
ッ
ク
・
ペ
リ
ー
元
テ
キ
サ
ス

州
知
事
は
２
０
０
０
年
の
知
事
就
任
以
降
15
年
間
、
テ
キ
サ
ス
州
の

シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
生
産
を
促
進
し
、
同
州
の
雇
用

２

デビッド・クロイツァー氏　　　　スコット・プルイットEPA長官
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拡
大
に
貢
献
し
て
き
た
。
彼
は
２
０
１
２
年
の
大
統
領
共
和
党
予
備
選
に
出
馬
し
た
際
、
行
政
組
織
ス

リ
ム
化
の
観
点
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、
商
務
省
、
教
育
省
の
廃
止
を
主
張
し
て
い
た
が
、
皮
肉
な
こ
と

に
自
身
が
廃
止
を
主
張
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
を
率
い
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ち
な
み
に
彼
は
テ
レ
ビ
討
論

に
お
い
て
自
分
が
廃
止
を
主
張
し
て
い
る
政
府
機
関
を
列
挙
し
た
際
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
名
前
が
出
て

こ
ず
、「O

ops!
（
し
ま
っ
た
！
）」
と
言
っ
た
と
の
逸
話
が
あ
る
）。
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
は
、「
気

候
変
動
は
人
間
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
米
国
経
済
を
傷
つ

け
て
も
良
い
と
い
う
議
論
に
は
与
し
な
い
。
そ
の
た
め
に
気
候
変
動
懐
疑
派
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
恐
れ

な
い
」
と
発
言
し
て
き
た
。
上
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
天
然
資
源
委
員
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、「
気
候
変

動
が
生
じ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
し
、
そ
の
一
部
は
自
然
に
、
一
部
は
人
間
活
動
に
起
因
す
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
大
事
な
こ
と
は
こ
の
問
題
に
い
か
に
思
慮
深
く
、
経
済
成
長
を
犠
牲
に
し
な
い

形
で
対
応
す
る
か
だ
。
気
候
変
動
へ
の
対
応
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
や
米
国
の
雇
用
に
も
影
響
を
与
え

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る＊＊

＊

。

　

皮
肉
な
こ
と
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
指
名
し
た
主
要
閣
僚
の
中
で
最
も
「
グ
リ
ー
ン
」
に
見
え
る
の

は
、
国
務
長
官
に
指
名
さ
れ
た
レ
ッ
ク
ス
・
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
前
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
。
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欧
州
系
の
石
油
・
ガ
ス
企
業
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル
や
Ｂ
Ｐ

に
比
し
て
、
米
系
の
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
や
シ
ェ
ブ
ロ
ン
は
環
境
関
係

者
の
間
で
は
評
判
が
芳
し
く
な
い
。
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
は
１
９
９
０

年
代
に
か
け
て
温
暖
化
を
否
定
す
る
論
陣
を
張
っ
た
ロ
ビ
ー
団
体
Ｇ
Ｃ

Ｃ
（Global Clim

ate Coalition

）
の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
し

か
し
２
０
０
６
年
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
し
た
レ
ッ
ク
ス
・
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン

氏
の
下
で
軌
道
修
正
が
図
ら
れ
、
パ
リ
協
定
発
効
に
際
し
て
は
、「
温

暖
化
問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
、
パ
リ
協
定
を
支
持
す
る
。
パ
リ
協
定

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
最
良
の
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
は
市
場
ベ
ー
ス

で
、
予
見
可
能
で
、
透
明
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
適
用
可
能
な
も
の
で
あ

る
べ
き
で
あ
り
、
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
は
、
こ
う
し
た
原
則
を
満
た
す

最
良
の
政
策
は
歳
入
中
立
の
炭
素
税
で
あ
る
と
考
え
る
」
旨
の
声
明
を

出
し
て
い
る＊＊

＊

。
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
氏
は
上
院
外
交
委
員
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
お
い
て
「
１
９
０
ヶ
国
が
署
名
し
た
パ
リ
協
定
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い

リック・ペリーエネルギー長官レックス・ティラーソン国務長官
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て
い
た
方
が
良
い
」
と
述
べ
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
温
暖
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
も
認
め
て
い
る＊＊

＊

。

こ
の
た
め
、
環
境
関
係
者
の
間
で
は
「
化
石
燃
料
企
業
の
ヘ
ッ
ド
と
は
い
え
、
温
暖
化
問
題
の
所
在
そ

の
も
の
を
疑
問
視
す
る
プ
ル
イ
ッ
ト
氏
や
ペ
リ
ー
氏
よ
り
は
余
程
ま
し
」
と
見
ら
れ
て
い
る
。

９　

https://w
w

w
.nytim

es.com
/2016/11/23/us/politics/trum

p-new
-york-tim

es-interview
-transcript.htm

l

10　

https://w
w

w
.nytim

es.com
/2016/12/05/us/politics/clim

ate-change-trum
p-al-gore.htm

l?_r=0

11　

http://w
w

w
.eenew

s.net/stories/1060050312

12　

https://w
w

w
.w

ashingtonpost.com
/new

s/energy-environm
ent/w

p/2017/03/09/on-clim
ate-change-scott-pruitt-

contradicts-the-epas-ow
n-w

ebsite/?utm
_term

=.391a81b682ce

13　

http://w
w

w
.heritage.org/staff/david-kreutzer

14　

https://w
w

w
.texastribune.org/2017/01/19/rick-perry-testifies-senate/

15　

http://corporate.exxonm
obil.com

/en/current-issues/clim
ate-policy/clim

ate-perspectives/statem
ent-on-paris-

clim
ate-agreem

ent-entering-into-force

16　

http://tim
e.com

/4631614/rex-tillerson-clim
ate-change-paris-agreem

ent/
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（
２
）
政
権
交
代
後
も
影
響
を
与
え
る
最
高
裁
判
事
人
事

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
人
事
で
も
う
一
点
注
目
さ
れ
る
の
は
１
名
欠
員
と
な
っ
て
い
た
最
高
裁
判
事
の

人
事
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
２
０
１
６
年
２
月
、
米
国
最
高
裁
は
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
一
時

差
し
止
め
判
決
を
出
し
た
が
、
そ
の
と
き
差
し
止
め
賛
成
に
回
っ
た
保
守
派
の
ア
ン
ト
ニ
ン
・
ス
カ
リ

ア
判
事
が
判
決
直
後
に
死
去
し
た
た
め
、
後
任
人
事
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
任
期
中

に
自
身
で
後
任
を
任
命
し
、
９
人
の
最
高
裁
判
事
の
う
ち
５
人
を
リ
ベ
ラ
ル
派
に
し
よ
う
と
図
っ
た

が
、
共
和
党
が
こ
れ
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
指
名
し
た
の
は
保
守
派
の
ニ
ー
ル
・
ゴ

ー
サ
ッ
チ
連
邦
第
10
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
判
事
で
あ
る
。
彼
が
上
院
で
承
認
を
受
け
る
と
、
最
高
裁

の
勢
力
分
布
は
保
守
派
４
（
ロ
バ
ー
ツ
、
ト
ー
マ
ス
、
ア
リ
ー
ト
、
ゴ
ー
サ
ッ
チ
）、
リ
ベ
ラ
ル
派
４

（
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
、
ブ
ラ
イ
ヤ
ー
、
ソ
ト
メ
イ
ヤ
ー
、
ケ
イ
ガ
ン
）、
中
間
派
１
（
ケ
ネ
デ
ィ
）
と
な

り
、
ス
カ
リ
ア
判
事
死
去
前
に
戻
る
（
34
ペ
ー
ジ
の
図
７
）。
リ
ベ
ラ
ル
派
の
中
に
は
高
齢
の
判
事
も

お
り
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
在
任
中
に
保
守
派
に
更
に
差
し
替
わ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
う
な

れ
ば
勢
力
分
布
は
保
守
派
に
更
に
傾
く
こ
と
に
な
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
温
暖
化
対

策
に
は
多
く
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
多
く
は
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
る
可
能
性
が
高
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図
７

　
米

最
高

裁
判

事
と

任
命

時
の

大
統

領
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い
。
ま
た
、
将
来
、
民
主
党
政
権
が
返
り
咲
き
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
よ
う
な
施
策
を
実
施
し

た
場
合
、
訴
訟
対
象
と
な
る
こ
と
は
確
実
だ
。
最
高
裁
判
事
は
終
身
で
あ
る
た
め
、
そ
の
勢
力
分
布
は

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
在
任
期
間
を
超
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
影
響
を
与
え
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
大
統

領
選
の
結
果
以
上
に
最
高
裁
人
事
が
重
要
と
の
見
方
が
あ
る
の
は
そ
れ
が
理
由
で
あ
る
。

（
３
）
大
統
領
令
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
重
視
を
明
確
に

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
重
視
、
温
暖
化
防
止
軽
視
の
姿
勢
が
象
徴
的
に
現
れ
た
の
は
、
オ

バ
マ
政
権
時
代
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
っ
た
「
気
候
変
動
」
と
い
う
項
目
が
一
夜

に
し
て
消
え
う
せ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
「
米
国
第
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
」
が
掲
げ

ら
れ
た＊＊

＊

こ
と
で
あ
る
。
米
国
第
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
の
中
に
は
「
気
候
変
動
」
と
い
う
言
葉
が
全
く
含

ま
れ
て
い
な
い
。

　

世
界
的
な
注
目
を
集
め
た
移
民
の
入
国
制
限
を
含
め
、ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
政
権
発
足
後
、多
く
の
大
統

領
令（Executive O

rder

）、大
統
領
覚
書（Presidential M

em
oranda

）、大
統
領
布
告（Presidential 
Proclam

ation

）
に
署
名
し
て
い
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
関
連
で
は
以
下
が
あ
げ
ら
れ
る
。



36

①　
「
キ
ー
ス
ト
ー
ン
Ｘ
Ｌ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」
と
「
ダ
コ
タ
・
ア
ク 

　
　

セ
ス
」
の
建
設
を
推
進
す
る
大
統
領
覚
書
に
署
名
（
２
０
１
７ 

　
　

年
１
月
24
日
）

　

前
者
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｏ　

含
有
量
の
多
い
カ
ナ
ダ
の
オ
イ
ル
サ
ン

ド
由
来
の
原
油
を
輸
送
す
る
も
の
で
あ
り
、
環
境
団
体
の
反
対
が
強

く
、
後
者
に
つ
い
て
は
通
過
地
点
に
居
住
す
る
先
住
民
族
の
反
対
が

あ
っ
た
た
め
、
い
ず
れ
も
オ
バ
マ
政
権
が
建
設
を
差
し
止
め
て
き
た

も
の
で
あ
る（
図
８
）。
環
境
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
イ
ン
フ
ラ
を
重
視
す
る
考
え
方
を
如
実
に
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

②　

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す 

　
　

る
環
境
影
響
評
価
を
迅
速
に
行
う
と
い
う
大
統
領
令
に
署
名 

　
　
（
２
０
１
７
年
１
月
24
日
）

　
「
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
当
該
プ
ロ
ジ
ェ

＊
18
、
19

２

パイプラインに関する大統領覚書に署名するトランプ大統領
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図８　キーストーンXLパイプライン計画とダコタアクセス
　　　パイプライン計画

出所：PAUL HORN / InsideClimate News
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ク
ト
が
立
地
す
る
州
の
知
事
か
、
担
当
省
庁
の
ヘ
ッ
ド
の
要
請
を

踏
ま
え
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
環
境
評
議
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｑ
：Council on 

Environm
ental Q

uality

）が
30
日
以
内
に
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

③　

Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
（W

aters of the U
nited S

tates

）
規
制
を
見 

　
　

直
す
と
の
大
統
領
令
に
署
名（
２
０
１
７
年
２
月
28
日
）

　

Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
は
オ
バ
マ
政
権
が
水
質
浄
化
法
の
下
で
保
護
さ
れ
る

水
流
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
に
２
０
１
５
年
に
導
入
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、「
連
邦
政
府
の
過
剰
規
制
で
あ
る
」「
私
有
財
産

へ
の
介
入
で
あ
る
」
等
の
理
由
で
複
数
の
州
か
ら
の
訴
訟
を
受
け
て

い
た
。
プ
ル
イ
ッ
ト
Ｅ
Ｐ
Ａ
長
官
も
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
司
法
長
官
と
し
て
提
訴
に
参
画
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｏ

Ｔ
Ｕ
Ｓ
規
制
の
見
直
し
の
目
的
の
一
つ
が
石
炭
産
業
に
対
す
る
規
制
緩
和
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
れ
に
先
立
つ
２
月
16
日
に
議
会
評
価
法
（
Ｃ
Ｒ
Ａ
：Congressional Review

 A
ct

）
に
基
づ

き
オ
バ
マ
政
権
が
導
入
し
た
水
流
規
制
を
撤
廃
す
る
法
案
に
署
名
し
た
。
オ
バ
マ
政
権
の
導
入
し
た
規 ホワイトハウスで握手するトランプ大統領と石炭労働者
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制
は
石
炭
企
業
に
対
し
、
炭
鉱
近
く
の
水
流
の
水
質
検
査
、
採
掘
後

の
水
流
回
復
を
義
務
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
石
炭
企
業
か
ら
は
雇
用

に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
と
の
批
判
を
受
け
て
い
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
署
名
の
際
、
石
炭
労
働
者
を
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
招
き
、
石
炭

産
業
へ
の
配
慮
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
一
連
の
大
統
領
令
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の

は
、
や
は
り
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
・
イ
ン
フ
ラ
重
視
、
雇
用
重
視
、 

環
境
軽
視
」
の
姿
勢
で
あ
る
。

④　

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
基
準
の
レ
ビ
ュ
ー

　

自
動
車
の
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
基
準
（
企
業
平
均
燃
費
基
準
）
に
つ
い
て

は
、
オ
バ
マ
政
権
の
下
で
２
０
１
１
年
に
抜
本
的
に
強
化
さ
れ
、

２
０
２
５
年
ま
で
に
54
・
５
マ
イ
ル
／
ガ
ロ
ン
に
引
き
上
げ
る
と
の

トランプ大統領とビッグ３の会談
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基
準
が
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
運
輸
省
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
（
図
９
）。
規
制

強
化
に
よ
る
コ
ス
ト
増
を
懸
念
す
る
自
動
車
業
界
と
の
間
で
は
、

２
０
１
８
年
ま
で
に
中
間
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
と
の
妥
協
が
図
ら
れ
て

い
た
。

　

し
か
し
オ
バ
マ
政
権
末
期
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
「
自
動
車
業
界
に
対
す
る

コ
ス
ト
は
課
題
で
は
な
い
」
と
の
見
解
を
発
表
し
、
中
間
レ
ビ
ュ
ー

を
打
ち
切
っ
た
。
自
動
車
業
界
は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
低
下
に
よ
り
、
Ｓ

Ｕ
Ｖ
の
売
れ
行
き
が
伸
び
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
オ
バ
マ
政
権
の

設
定
し
た
基
準
を
満
た
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
論
じ
、
Ｃ
Ａ
Ｆ

Ｅ
基
準
の
レ
ビ
ュ
ー
期
間
延
長
と
基
準
の
見
直
し
を
求
め
て
い
た
。
上
記
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
見
解
に
は
運
輸
省

が
関
与
し
て
お
ら
ず
、
手
続
き
上
の
不
備
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
３
月
15
日
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
デ
ト
ロ
イ
ト
で
オ
バ
マ
政
権
に
よ
る
中
間
レ
ビ
ュ
ー
打
ち
切
り
を
撤
回
し
、
当
初
予
定
通
り

２
０
１
８
年
ま
で
か
け
て
中
間
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
を
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
命
ず
る
と
表
明
し
た＊＊

＊

。

デトロイトで演説するトランプ大統領
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図
９

　
C

AFE基
準

に
基

づ
く

燃
費

引
き

上
げ
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17　

https://w
w

w
.w

hitehouse.gov/am
erica-first-energy

18　
https://w

w
w

.w
hitehouse.gov/the-press-office/2017/01/24/presidential-m

em
orandum

-regarding-construction-

keystone-xl-pipeline
19　

https://w
w

w
.w

hitehouse.gov/the-press-office/2017/01/24/presidential-m
em

orandum
-regarding-construction-

dakota-access-pipeline

20　

https://w
w

w
.w

hitehouse.gov/the-press-office/2017/03/15/president-donald-j-trum
p-buy-am

erican-and-hire-

am
erican-united-states

（
４
）
予
算
提
案
で
は
温
暖
化
対
策
に
大
な
た

　

２
０
１
７
年
３
月
17
日
に
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
予
算
提
案
と
し
て
、"A

m
erica First: A

 
Budget Blueprint to M

ake A
m

erica Great A
gain"

が
提
示
さ
れ
た＊＊

＊

。
そ
こ
で
は
防
衛
予
算

を
10
％
（
５
７
４
０
億
ド
ル
）、
国
土
安
全
保
障
予
算
を
７
％
（
28
億
ド
ル
）
増
額
す
る
一
方
、
そ
の

財
源
を
得
る
べ
く
、
そ
の
他
の
主
要
省
庁
の
予
算
が
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
（
図
10
）。

　

省
庁
の
中
で
も
削
減
率
が
最
も
大
き
い
の
が
▲
31
％
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
▲
29
％
の
国
務
省
・
Ｕ
Ｓ-

Ａ
Ｉ

Ｄ
予
算
で
あ
り
、
政
策
分
野
別
で
は
気
候
変
動
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
予
算
に
最
も
大
な
た
が
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図
10　

予
算

原
案

の
省

庁
別

予
算

増
減

率
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振
る
わ
れ
た
。
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
の
削
減
率
、
削
減
額
は
省
庁
全
体
の
も

の
）。

【
国
務
省
】（
▲
29
％　

▲
１
０
１
億
ド
ル
）

　
　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
米
国
の
外
交
政
策
の
利
益
に
つ
な
が
ら
な
い
国
際
機
関
へ
の
拠
出
を
減
額
・
停
止
。

　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
気
候
変
動
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
へ
の
拠
出
を
含
む
）
を

停
止
し
、
Ｇ
Ｃ
Ｆ
（
緑
の
気
候
基
金
）
や
そ
の
先
駆
体
と
な
る
グ
リ
ー
ン
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
関
連

す
る
米
国
の
拠
出
を
停
止
。
国
連
気
候
変
動
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
出
を
停
止
す
る
と
い
う
大

統
領
の
公
約
を
達
成
。

【
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
環
境
保
護
庁
）】（
▲
31
％　

▲
26
億
ド
ル
）

　
　

約
３
２
０
０
人
の
人
員
削
減
（
職
員
総
数
の
20
％
）。

　
　

ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
、
気
候
変
動
に
関
す
る
国
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
気
候
変
動
研
究
等
へ
の
拠

出
を
停
止
（
合
計
で
１
億
ド
ル
以
上
の
削
減
）。
大
気
質
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
米
国
経
済
の
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
見
直
し
。
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Ｅ
Ｐ
Ａ
の
執
行
・
遵
守
機
能
を
州
政
府
に
委
任
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
集
中
さ
せ
、
重
複
排
除
。

担
当
局
予
算
を
１
・
３
億
ド
ル
（
24
％
）
削
減
。

　
　

研
究
開
発
局
予
算
を
半
減
（
４
・
８
億
ド
ル
→
２
・
５
億
ド
ル
）。

　
　

補
助
金
・
助
成
金
を
半
減
（
10
・
８
億
ド
ル
→
６
・
０
億
ド
ル
）。

　
　

50
以
上
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
事
業
を
廃
止
し
、
３
・
47
億
ド
ル
削
減
。

【
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
】（
▲
５
・
６
％　

▲
17
億
ド
ル
）

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
高
等
研
究
局
（
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ

−

Ｅ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
廃
止
。

　
　

先
端
技
術
自
動
車
製
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
貢
献
す
る
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
、
原

子
力
、
化
石
燃
料
分
野
の
先
端
技
術
を
対
象
と
し
た
融
資
保
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
廃
止
。

【
商
務
省
】（
▲
16
％　

▲
15
億
ド
ル
）

　
　

海
洋
大
気
局
（
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
）
の
２
・
５
億
ド
ル
（
２
５
０
億
円
）
の
沿
岸
・
海
洋
な
ど
の
研
究
・

管
理
・
教
育
関
係
の
補
助
金
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
廃
止
。

　

国
務
省
の
グ
ロ
ー
バ
ル
気
候
変
動
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
米
国
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
、
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Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
へ
の
拠
出
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
米
国
の
拠
出
金
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
予
算
全
体
の
20

％
を
占
め
る
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
予
算
は
全
体
で
31
％
カ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
気
候
変
動
分
野
の
予
算
は
ほ
ぼ
全
廃

と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
連
邦
政
府
の
温
暖
化
関
連
予
算
の
75
％
を
占
め
る
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
関
連
予
算
で
あ
る（
図
11
）。
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ

−

Ｅ
等
の
技
術
関
連
予
算
の
廃
止
は

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開
発
に
対
す
る
米
国
の
取
り
組
み
を
大
き
く
後
退
さ
せ
る
可
能
性
が
高

い
。

　

オ
バ
マ
政
権
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
の
際
に
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開
発
強
化
を
目
的
と
し
た
有
志
連
合

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン＊＊

＊

」
を
主
導
し
、
発
足
会
合
で
は
、
Ｇ
７
諸
国
、
新
興
国
等
か
ら
計
20

ヶ
国
が
名
前
を
連
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
大
き
な
柱
が
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｒ
＆
Ｄ
予
算
の
５

年
間
倍
増
で
あ
り
、
２
０
１
６
年
６
月
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
閣
僚
会
議
で
米
国
は
64
億
ド

ル
を
倍
増
す
る
と
表
明
し
た
（
48
ペ
ー
ジ
の
図
12
）。
今
回
の
予
算
案
の
下
で
は
倍
増
ど
こ
ろ
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
は
行
政
管
理
予
算
局
（
Ｏ
Ｍ
Ｂ
）
の
原
案
で
あ
り
、
各
省
庁
は
今
後
、
復
活
折
衝
を
行
う
こ

と
に
な
る
（
面
白
い
こ
と
に
、
大
幅
な
削
減
率
と
な
っ
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
プ
ル
イ
ッ
ト
長
官
が
Ｏ
Ｍ
Ｂ
に
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出
所

：
W

hite H
ouse O

ffi
ce of M

anagem
ent and Budget "Federal Clim

ate Change Expenditures Report"

図
11　

連
邦

政
府

の
気

候
変

動
関

連
予

算
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復
活
折
衝
を
し
て
い
る
と
い
う
）。
政
府
全
体
と
し
て

の
予
算
案
が
固
ま
っ
た
ら
、
次
は
議
会
で
の
審
議
で

あ
る
。
こ
の
予
算
案
に
民
主
党
か
ら
強
い
批
判
が
あ

る
の
は
当
然
だ
が
、
共
和
党
の
中
で
す
ら
国
務
省
予

算
の
大
幅
カ
ッ
ト
等
に
強
い
批
判
が
あ
り
、"dead on 

arrival"

と
評
す
る
意
見
も
あ
る＊＊

＊

。
米
国
で
は
大
統
領

の
予
算
要
求
と
議
会
で
議
決
さ
れ
る
予
算
が
異
な
る
こ

と
は
通
例
で
あ
り
、
こ
の
提
案
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
残

る
と
は
誰
も
考
え
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
温

暖
化
関
連
の
予
算
が
大
幅
減
に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
見
通
し
だ
。

21　

https://w
w

w
.w

hitehouse.gov/sites/w
hitehouse.gov/files/

om
b/budget/fy2018/2018_blueprint.pdf#search=

%
27am

eri

出所：経済産業省

図12　ミッションイノベーション参加国のクリーンエネ 
　　　ルギーR&D倍増計画
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ca+first+budget+blue+print+2018%
27

22　

http://m
ission-innovation.net/

23　

http://w
w

w
.salon.com

/2017/03/16/dead-on-arrival-republicans-rail-against-president-trum
ps-budget-call-for-even-

larger-increases-in-m
ilitary-spending/

（
５
）
温
暖
化
関
連
の
大
統
領
令
の
見
通
し
と
主
要
論
点

　

ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
初
め
と
す
る
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
大
統
領
令
に
つ
い
て

は
、
今
年
（
２
０
１
７
年
）
２
月
頃
か
ら
、「
今
週
に
は
出
る
」「
来
週
に
は
出
る
」
と
の
観
測
が
流
れ

続
け
て
い
る
中
で
、
本
セ
ミ
ナ
ー
報
告
時
点
（
３
月
27
日
）
で
未
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
。
種
々
の
報
道

を
踏
ま
え
る
と
、
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
大
統
領
令
に
は
以
下
の
よ
う
な
要
素
が
含
ま
れ
る
と
推
測
さ

れ
る
。

　
　

石
油
・
ガ
ス
産
業
の
既
存
施
設
に
関
す
る
メ
タ
ン
排
出
規
制
の
撤
回
。

　
　

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
の
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
環
境
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
気
候
変
動
を
除
外
。

　
　

連
邦
所
有
地
に
お
け
る
石
炭
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
廃
止
。
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ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
。

　
　

Social Cost of Carbon

（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
：
Ｃ
Ｏ　

の
社
会
的
費
用
）
の
見
直
し
・
撤
廃
。

　

こ
の
中
で
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
及
びSocial Cost of Carbon

（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
の
見
直

し
・
撤
廃
を
め
ぐ
る
論
点
を
紹
介
す
る
。

①　

ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

　

オ
バ
マ
政
権
の
温
暖
化
対
策
の
目
玉
で
あ
っ
た
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
は
容
易
で
は
な

く
、
プ
ル
イ
ッ
ト
Ｅ
Ｐ
Ａ
長
官
の
最
大
の
課
題
に
な
り
そ
う
だ
。

　

第
一
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
大
統
領
令
で
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
撤
回
し
つ
つ
、

代
替
措
置
を
何
も
導
入
し
な
い
（
即
ち
既
存
の
石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
の
Ｃ
Ｏ　

を
規
制
し
な
い
）
と

い
う
も
の
だ
。
そ
し
て
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
は
「
訴
訟
対
象
と
な
っ
て
い
た
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン

を
撤
回
す
る
の
だ
か
ら
裁
判
の
意
味
は
な
く
な
っ
た
」
と
の
理
由
で
訴
訟
凍
結
を
求
め
る
。
し
か
し
連

邦
控
訴
裁
判
所
が
こ
れ
を
認
め
、
訴
訟
が
中
断
す
る
か
ど
う
か
は
予
断
を
許
さ
な
い
。
米
国
の
司
法
制

２

２
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度
上
、
被
告
で
あ
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
撤
回
を
理
由
に
訴
訟
中
断
を
申
し
立
て
た
と

し
て
も
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
支
持
す
る
州
政
府
や
環
境
保
護
団
体
等
の
第
三
者
が
そ
の
存
続

を
求
め
て
訴
訟
を
継
続
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
撤
回
し
、
既
存
石
炭
火
力
に
対
し
て
何
の
規
制
も
導
入
し
な
い
と

い
う
こ
と
自
体
が
訴
訟
対
象
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
２
０
０
７
年
４
月
に
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
Ｃ
Ｏ　

そ
の

他
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
規
制
す
る
権
限
を
有
す
る
」
と
の
最
高
裁
判
決
が
出
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、 

Ｅ
Ｐ
Ａ
は
２
０
０
９
年
に
Ｃ
Ｏ　

が
人
間
の
健
康
に
有
害
で
あ
る
と
のEndangerm

ent Finding

を

出
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
てEndangerm

ent Finding

を
取
り
消
さ
な
い
限
り
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
Ｃ
Ｏ　

に
つ
い
て
何
ら
の
規
制
も
行
わ
な
い
こ
と
は
責
任
放
棄
と
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
ク

リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
撤
回
は
Ｃ
Ｏ　

規
制
を
全
廃
す
る
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
ク
リ
ー

ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
反
対
論
の
論
拠
の
一
つ
は
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
大
気
浄

化
法
１
１
１
条
ｄ
項
は
既
存
火
力
を
適
用
除
外
と
し
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
議
論
は
１
９
９
０

年
に
大
気
浄
化
法
が
改
正
さ
れ
た
際
、
１
１
１
条
ｄ
項
に
つ
い
て
下
院
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
上
院
バ
ー
ジ
ョ

ン
が
並
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
遡
る
。
下
院
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
従
え
ば
１
１
１
条
ｄ
項
は
同
法

２

２

２

２
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１
１
２
条
で
規
制
を
受
け
て
い
る
発
生
源
を
適
用
除
外
と
す
る
と
解
さ
れ
、
既
存
石
炭
火
力
は
１
１
２

条
の
水
銀
規
制
を
受
け
て
い
る
の
で
１
１
１
条
ｄ
項
の
適
用
除
外
と
な
る
。
他
方
、
上
院
バ
ー
ジ
ョ 

ン
に
従
え
ば
１
１
２
条
で
水
銀
を
、
１
１
１
条
ｄ
項
で
Ｃ
Ｏ　

を
規
制
す
る
こ
と
が
可
能
と
解
さ
れ

る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
撤
回
し
、
既
存
石
炭
火
力
の
Ｃ
Ｏ　

規
制
を
何
も

導
入
し
な
い
と
す
る
場
合
、
大
気
浄
化
法
１
１
１
条
ｄ
項
は
既
存
火
力
を
適
用
除
外
と
し
て
い
る
と
の

解
釈
に
立
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
際
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
い
わ
ゆ
る
「
シ
ェ
ブ
ロ
ン
原
則
」
を
根

拠
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
シ
ェ
ブ
ロ
ン
原
則
と
は
、
シ
ェ
ブ
ロ
ン
と
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｎ
Ｒ
Ｄ
Ｃ

（N
atural Resources D

efense Council

）
と
の
間
で
争
わ
れ
た
訴
訟
に
関
す
る
１
９
８
４
年
最
高

裁
判
決
で
確
立
さ
れ
た
米
国
行
政
法
に
関
す
る
運
用
原
則
で
あ
り
、
あ
る
行
政
法
に
基
づ
い
て
行
政
機

関
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
の
解
釈
は
、
そ
れ
が
不
合
理
（unreasonable

）
な

も
の
で
な
い
限
り
、
一
義
的
に
は
当
該
行
政
機
関
に
敬
譲
（defer

）
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

従
来
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
大
気
浄
化
法
１
１
１
条
ｄ
項
が
既
存
石
炭
火
力
の
Ｃ
Ｏ　

規
制
に
使
え

る
と
オ
バ
マ
政
権
は
「
解
釈
」
し
て
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
導
入
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

１
１
１
条
ｄ
項
を
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
「
解
釈
」
す
る
と
い
う
論
理
で
あ

２

２２
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る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
解
釈
自
体
も
訴
訟
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
、
最
終
的
に
は
最
高
裁
ま
で
行
く
こ

と
と
な
ろ
う
。

　

第
二
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
大
統
領
令
を
通
じ
て
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
撤
回

し
、
新
た
な
規
制
に
差
し
替
え
る
と
の
方
針
を
示
し
、
現
行
の
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
前
提
と
し

た
訴
訟
は
意
味
を
失
っ
た
と
の
理
由
で
、
訴
訟
中
断
を
申
し
立
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も

第
一
の
シ
ナ
リ
オ
同
様
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
が
こ
れ
を
認
め
、
訴
訟
が
中
断
す
る
か
ど
う
か
は
予
断
を

許
さ
な
い
。
新
た
な
規
制
に
差
し
替
え
る
場
合
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
意
図
を
考
え
れ
ば
ク
リ
ー
ン
パ
ワ

ー
プ
ラ
ン
よ
り
も
大
幅
に
緩
や
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
一
つ
の
可
能
性
は
、
発
電
事
業

者
に
石
炭
火
力
発
電
所
の
熱
効
率
の
向
上
の
み
を
求
め
、
再
エ
ネ
や
天
然
ガ
ス
等
他
燃
料
へ
の
転
換
を

求
め
な
い
と
い
う
も
の
だ
。
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
に
対
す
る
反
対
論
の
一
つ
は
既
存
の
発
電
所
の

中
で
採
用
で
き
る
対
策
に
限
定
す
べ
き
（「
既
存
発
電
所
の
フ
ェ
ン
ス
の
内
側
の
対
応
」
と
い
う
意
味

で"w
ithin the fenceline"

と
呼
ば
れ
る
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
新
規
制
案
の
作
成
に
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
も
含
め
、
18
ヶ
月
程
度
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
プ
ル
イ
ッ
ト
の
Ｅ

Ｐ
Ａ
は
新
規
制
の
ほ
う
が
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
よ
り
も
優
れ
て
お
り
、
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
証
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明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
最
終
案
が
策
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
環
境
団
体
か
ら
の
訴
訟
を
受
け
る

こ
と
は
確
実
だ
。
こ
ち
ら
も
最
終
的
に
は
最
高
裁
ま
で
行
く
だ
ろ
う
。

　

マ
イ
ロ
ン
・
エ
ー
ベ
ル
氏
が
主
張
す
る
よ
う
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
か
ら
Ｃ
Ｏ　

規
制
に
関
す
る
権
限
を
一
切
剥

奪
す
る
よ
う
大
気
浄
化
法
案
を
改
正
す
る
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
も
論
理
的
に
は
有
り
得
る
が
、
こ
れ
は

「
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
Ｃ
Ｏ　

を
規
制
す
る
権
限
を
有
す
る
」
と
し
た
２
０
０
７
年
最
高
裁
判
決
に
真
っ
向
か
ら

挑
戦
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
可
能
性
は
低
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
の
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
も
訴
訟
で
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
、
決
着
に

は
数
年
か
か
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
間
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
に
反
対
し
て
い
る
州
は
既
存
火

力
発
電
所
の
Ｃ
Ｏ　

排
出
に
対
し
て
何
ら
の
規
制
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
支
持
す
る
州
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
Ｃ
Ｏ　

規
制

を
行
う
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
に
反
対
す
る
州
の
電
力
部
門
の
Ｃ
Ｏ　

排
出
量

は
米
国
の
発
電
部
門
の
総
排
出
量
の
７
割
近
く
を
占
め
る
（
図
13
）。
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
が
オ

バ
マ
政
権
の
目
論
見
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
る
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
以
上
、
既
存
石
炭
火
力
の
Ｃ
Ｏ　

規
制
は
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

２

２２

２
２

２
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出
所

：
電

力
中

央
研

究
所

上
野

貴
弘

研
究

員

図
13　

米
国

各
州

の
発

電
部

門
の

C
O

２ 排
出

量
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し
か
し
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
が
撤
回
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
公
約
し
て
い

る
石
炭
産
業
の
復
活
が
実
現
す
る
可
能
性
は
低
い
。
石
炭
産
業
自
身
、「
過
度
な
楽
観
論
は
禁
物
」
と

考
え
て
い
る
と
の
報
道
も
あ
る＊＊

＊

。
発
電
部
門
に
お
い
て
石
炭
需
要
が
減
っ
て
き
た
の
は
、
実
施
が
一
時

差
し
止
め
に
な
っ
て
い
る
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
が
原
因
で
は
な
く
、
競
争
力
の
あ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
が
石
炭
を
駆
逐
し
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
も
ガ
ス
と
の
競
争
力
を
回
復
す
る
た
め
に

石
炭
産
業
に
補
助
金
を
出
す
こ
と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。
２
０
１
７
年
１
月
に
米
国
エ
ネ

ル
ギ
ー
情
報
局
（
Ｅ
Ｉ
Ａ
）
が
出
し
た "A

nnual Energy O
utlook 2017

＊＊
＊" 

で
は
、
今
後
の
石
炭
生

産
、
発
電
部
門
に
お
け
る
石
炭
消
費
の
見
通
し
を
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
が
実
施
さ
れ
る
ケ
ー
ス
、

実
施
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
に
分
け
て
提
示
し
て
い
る
が
、
仮
に
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
が
実
施
さ
れ
な

い
と
し
て
も
、
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
る
程
度
で
あ
り
、
か
つ
て
の
水
準
ま
で
は
戻
ら
な
い
と
見

込
ま
れ
て
い
る
（
図
14
）。

②　

S
ocial C

ost of C
arbon

（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
の
見
直
し
・
撤
廃

　

オ
バ
マ
政
権
の
下
で
は
、Social Cost of Carbon
（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
：
Ｃ
Ｏ　

の
社
会
的
費
用
）
の
概
念

２
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出
所

：
EIA

 A
nnual Energy O

utlook 2017

図
14　

EIAに
よ

る
石

炭
生

産
及

び
電

力
部

門
に

お
け

る
石

炭
消

費
見

通
し

（
ク

リ
ー

ン
パ

ワ
ー

プ
ラ

ン
実

施
・

不
実

施
の

場
合

）
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を
導
入
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
温
暖
化
関
連
規
制
導
入
の
際
の
費
用
便
益
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ

の
水
準
は
当
初
の
21
ド
ル
／
Ｃ
Ｏ　

ト
ン
か
ら
８
年
間
の
間
に
36
ド
ル
／
Ｃ
Ｏ　

ト
ン
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
撤
廃
も
し
く
は
引
き
下
げ
を
企
図
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ

の
撤
廃
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
温
室
効
果
ガ
ス
規
制
を
認
め
た
最
高
裁
判
決
と
の
関
係
で
法
的
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
が
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
計
算
方
法
を
見
直
す
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
モ
デ
ル
分
析
に
基
づ

き
、
将
来
の
温
暖
化
被
害
コ
ス
ト
を
割
引
率
を
使
っ
て
現
在
価
値
化
す
る
も
の
だ
が
、
割
引
率
の
水
準

に
よ
っ
て
値
が
大
き
く
変
動
す
る
。
現
行
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
３
％
の
割
引
率
を
使
っ
て
計
算
さ
れ
て
い
る

が
、
２
０
１
３
年
の
見
直
し
の
際
、
割
引
率
２
・
５
％
の
場
合
は
65
ド
ル
、
５
％
の
場
合
は
12
ド
ル
、

７
％
の
場
合
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
コ
ス
ト
に
な
る
と
の
政
府
試
算
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
数
値

を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
正
当
化
さ
れ
て
き
た
温
暖
化
関
連
規
制
の
費
用
対
効
果
が
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
温
暖
化
政
策
に
影
響
力
を
有
し
て
い
る
マ
イ
ロ

ン
・
エ
ー
ベ
ル
氏
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
を
規
制
根
拠
と
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
予
算
を
停

止
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
デ
ビ
ッ
ド
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
氏
は
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
時
代
に 

"D
iscounting Clim

ate Costs"

と
い
う
論
考＊＊

＊

を
発
表
し
、「
温
暖
化
対
策
の
場
合
、コ
ス
ト
が
現
在
時

２

２



59　　 

点
で
生
じ
、便
益
が
将
来
時
点
で
生
ず
る
の
で
、割
引
率
の
概
念
が
重
要
。
そ
の
場
合
、
現
在
の
資
本
市

場
で
見
込
ま
れ
る
収
益
率
を
活
用
す
べ
き
で
あ
り
、
過
去
20
年
間
の
相
場
で
あ
る
７
％
を
適
用
す
る
の

が
適
切
」
と
主
張
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
見
直
し
の
背
景
に
は
彼
ら
の
影
響
力
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

【
２
０
１
７
年
３
月
28
日
大
統
領
令
に
関
す
る
追
記
】

　

本
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
翌
日
の
２
０
１
７
年
３
月
28
日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
お
い
て
ペ
ン

ス
副
大
統
領
、
ペ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
長
官
、
プ
ル
イ
ッ
ト
Ｅ
Ｐ
Ａ
長
官
、
ジ
ン
キ
内
務
長
官
同
席
の
下

に"Presidential Executive O
rder on Prom

oting Energy Independence and Econom
ic 

Grow
th"

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
独
立
・
経
済
成
長
推
進
の
た
め
の
大
統
領
令
）
に
署
名
し
た＊＊

＊

。
彼
は
署
名
式

に
お
い
て
「
こ
れ
は
経
済
的
自
由
を
回
復
し
、
労
働
者
の
繁
栄
を
可
能
に
す
る
米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生

産
の
新
時
代
の
始
ま
り
で
あ
る
」「
我
々
の
政
権
は
石
炭
に
対
す
る
戦
争
（w

ar on coal

）
に
終
止
符

を
打
つ
。
我
々
は
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
を
手
に
す
る
。
今
日
の
大
統
領
令
に
よ
り
、
米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
制
約
を
撤
廃
し
、
雇
用
喪
失
的
な
規
制
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
」「
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
直
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ち
に
見
直
す
」
と
述
べ＊＊

＊

、
招
待
さ
れ
た
石
炭
労
働
者
か
ら
盛
大
な
拍
手
を
受
け
た
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
大
統
領
令
の
主
要
な
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

　
　

安
全
で
効
率
的
な
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
障
壁
と
な
る
全
省
庁
の
行
動
の
見
直
し
。

・　

全
省
庁
に
対
し
１
８
０
日
以
内
に
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
障
壁
に
な
っ
て
い
る
規
制
、
政

策
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
を
洗
い
出
し
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
中
断
・
見
直

し
・
撤
回
に
関
す
る
報
告
書
の
完
成
を
指
示

　
　

前
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
関
連
の
大
統
領
令
、
大
統
領
覚
書
、
報
告
、
規
制
を
撤
回
。

・　

気
候
変
動
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
大
統
領
令
（
２
０
１
３
年
11
月
）

・　

発
電
部
門
の
炭
素
汚
染
基
準
に
関
す
る
大
統
領
覚
書
（
２
０
１
３
年
６
月
）

・　

自
然
資
源
へ
の
緩
和
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
大
統
領
覚
書
（
２
０
１
５
年
11
月
）

・　

気
候
変
動
と
国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
大
統
領
覚
書
（
２
０
１
６
年
９
月
）

・　

大
統
領
気
候
行
動
計
画
（
２
０
１
３
年
６
月
）
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・　

メ
タ
ン
排
出
抑
制
に
関
す
る
気
候
行
動
戦
略
（
２
０
１
４
年
３
月
）

　
　

連
邦
機
関
に
対
し
国
家
環
境
政
策
法
（N
ational Environm

ental Policy A
ct

）
に
基
づ
く

許
認
可
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
際
、
気
候
変
動
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
を
命
じ
た
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
環
境
評
議
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｑ
：Council on Environm

ental Q
uality

）
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
２
０
１
６
年
８
月
）
を
撤
回
。

　
　

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
（
２
０
１
５
年
10
月
）
の
中
断
・
見
直
し
・
撤
回
。

・　

大
気
浄
化
法
１
１
１
条
ｄ
項
に
基
づ
く
既
設
石
炭
火
力
へ
の
規
制
の
見
直
し

・　

大
気
浄
化
法
１
１
１
条
ｂ
項
に
基
づ
く
新
設
石
炭
火
力
へ
の
規
制
の
見
直
し

・　

司
法
長
官
に
対
し
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る
係
争
中
の
訴
訟
に
つ
き
、
裁
判
所
に

訴
訟
の
中
断
・
遅
延
そ
の
他
の
措
置
を
求
め
る
こ
と
を
指
示

　
　

規
制
の
イ
ン
パ
ク
ト
分
析
の
た
め
のSocial Cost of GH

G

の
見
直
し
。

・　

規
制
に
関
す
る
適
切
な
意
思
決
定
の
た
め
、
利
用
可
能
な
最
善
の
科
学
、
経
済
学
に
基
づ
く
費

用
対
効
果
見
通
し
を
実
施

・　

Social Cost of GH
G

に
関
す
る
省
庁
間
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
Ｗ
Ｇ
）
を
解
散
し
、
Ｉ
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Ｗ
Ｇ
が
こ
れ
ま
で
作
成
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
関
す
る
テ
ク
ニ
カ
ル
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
撤
回

　
　

内
務
省
に
よ
る
連
邦
所
有
地
の
石
炭
リ
ー
ス
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
撤
廃
。

　
　

米
国
の
石
油
・
ガ
ス
生
産
に
関
わ
る
諸
規
制
を
見
直
し
。

・　

Ｅ
Ｐ
Ａ
長
官
、
内
務
長
官
は
石
油
ガ
ス
生
産
施
設
の
メ
タ
ン
規
制
を
中
断
・
見
直
し
・
撤
回

・　

内
務
長
官
は
連
邦
所
有
地
に
お
け
る
水
圧
破
砕
規
制
を
中
断
・
見
直
し
・
撤
回

・　

Ｅ
Ｐ
Ａ
長
官
あ
る
い
は
内
務
長
官
は
司
法
長
官
が
右
記
規
制
に
関
す
る
係
争
中
の
訴
訟
に
つ

き
、
裁
判
所
に
訴
訟
の
中
断
・
遅
延
そ
の
他
の
措
置
を
求
め
る
こ
と
を
要
請
で
き
る
よ
う
、
司

法
長
官
に
通
報

　

な
お
、
大
統
領
令
は
国
内
対
策
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
パ
リ
協
定
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
こ
の

点
に
つ
い
て
事
前
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
際
に
プ
レ
ス
の
質
問
を
受
け
た
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
高
官
は
「
離

脱
す
る
か
残
留
す
る
か
依
然
と
し
て
議
論
中
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。

　

こ
の
大
統
領
令
全
体
を
貫
く
基
本
理
念
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
、
雇
用
が
第
一
」「
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
き
れ

い
な
空
気
と
き
れ
い
な
水
と
い
う
コ
ア
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
注
力
す
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
事
前
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ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ＊＊

＊

に
当
た
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
高
官
は
「
環
境
保
全
と
雇
用
確
保
は
両
立
可
能
だ

が
、
前
政
権
の
政
策
は
雇
用
を
劣
後
さ
せ
て
き
た
。
環
境
保
全
の
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
経
済
が

強
靭
で
成
長
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
米
国
経
済
を
損
な
う
よ
う
な
温
暖
化
・
環
境
政
策
を
追
求
す
る

つ
も
り
は
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。

　

大
統
領
令
に
対
す
る
評
価
は
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。

　

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
や
共
和
党
支
持
が
強
い
全
米
商
工
会
議
所
は
肯

定
的
な
評
価
で
あ
る
。

　
　

タ
イ
ラ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
（
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
石
炭
協
会
会
長
）：
大

統
領
令
で
ど
の
程
度
の
雇
用
創
出
が
で
き
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

石
炭
産
業
に
対
す
る
政
権
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
対
す
る
信
頼
を
高

め
る
。

　
　

ト
ー
マ
ス
・
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
（
全
米
商
工
会
議
所
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）：
我
々
の

経
済
を
蝕
ん
で
い
る
高
コ
ス
ト
、
雇
用
喪
失
的
な
規
制
を
通
じ
て
エ

EPAで大統領令に署名するトランプ大統領



64

ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
高
め
て
い
る
オ
バ
マ
政
権
の
戦
略
を
終
え
る
大
胆
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。

　
　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ラ
ー
ド
（
米
国
石
油
協
会
会
長
）：
米
国
の
競
争
力
改
善
と
米
国
の
経
済
・
国

家
安
全
目
標
に
対
す
る
我
々
の
産
業
の
貢
献
を
認
識
し
た
重
要
な
第
一
歩
。
ス
マ
ー
ト
で
科
学
に

立
脚
し
た
規
制
は
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
再
生
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
国
内
外
の
環
境
関
係
者
は
今
回
の
大
統
領
令
を
強
く
批
判
し
て
い
る
。

　
　

ト
ム
・
ス
テ
イ
ヤ
ー
（N

extGen Clim
ate

代
表
）：
米
国
の
価
値
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
り
、
米

国
人
の
健
康
、
安
全
、
繁
栄
を
危
機
に
陥
れ
る
も
の
だ
。

　
　

ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
ド
レ
ン
（
オ
バ
マ
政
権
科
学
顧
問
）：
気
候
変
動
の
現
実
を
無
視
す
る
こ
と
は

気
候
変
動
防
止
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
り
組
み
を
遅
ら
せ
、
米
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
毀

損
し
、
米
国
の
国
際
競
争
力
を
犠
牲
に
す
る
。

　
　

バ
ー
バ
ラ
・
ヘ
ン
ド
リ
ク
ス
（
ド
イ
ツ
環
境
大
臣
）：
温
暖
化
対
策
の
ギ
ア
を
逆
に
入
れ
よ
う
と

す
る
者
は
、
自
分
を
傷
つ
け
る
だ
け
で
あ
る
。
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ロ
ー
レ
ン
ス
・
ト
ゥ
ビ
ア
ナ
（
前
フ
ラ
ン
ス
気
候
変
動
特
使
）：
今
回
の
大
統
領
令
は
経
済
を
後

退
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

　

大
統
領
令
の
発
出
は
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
過
ぎ
ず
、「（
５
）
①
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直

し
」
で
述
べ
た
よ
う
に
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
に
代
わ
る
規
制
を
策
定
す
る
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
含
め
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
。
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
環
境
対
策
に
熱
心
な
州
政
府
か
ら
様
々
な
訴
訟

が
提
起
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

24　

https://w
w

w
.nytim

es.com
/2016/11/20/business/energy-environm

ent/a-bleak-outlook-for-trum
ps-prom

ises-to-coal-

m
iners.htm

l?_r=0

25　

https://w
w

w
.eia.gov/outlooks/aeo/

26　

http://w
w

w
.heritage.org/environm

ent/report/discounting-clim
ate-costs

27　

https://w
w

w
.w

hitehouse.gov/the-press-office/2017/03/28/presidential-executive-order-prom
oting-energy-

independence-and-econom
i-1

28　

https://w
w

w
.w

hitehouse.gov/the-press-office/2017/03/28/rem
arks-president-trum

p-signing-executive-order-
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create-energy

29　
https://w

w
w

.w
hitehouse.gov/the-press-offi

ce/2017/03/27/background-briefing-presidents-energy-independence-

executive-order
（
６
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
引
き
続
き
伸
び
る
見
通
し

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
選
に
勝
利
し
た
後
、
石
油
、
ガ
ス
、
石
炭
等
の
化
石
燃
料
関
連
企
業
の
株
価

が
上
昇
し
た
一
方
、First Solar

、Exelon

等
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
の
株
価
が
低
下
し

た＊＊
＊

。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
化
石
燃
料
を
推
進
す
る
一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
助
金
カ
ッ
ト
等
の

施
策
を
と
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
Ｅ
Ｉ
Ａ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
見
通
し
を
見
る
と
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ケ
ー
ス
で
は
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
と
州
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
基
準
（
Ｒ
Ｐ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
風
力
、
太
陽
光
発
電
を
中
心
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
が
拡
大

す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
（
図
15
）。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
公
約
し
て
い
る
よ
う
に
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
、
既

存
石
炭
火
力
発
電
所
の
閉
鎖
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
分
、
天
然
ガ
ス
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
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出
所

：
EIA

 A
nnual Energy O

utlook 2017

図
15　

EIAに
よ

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

発
電

見
通

し
（

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

ケ
ー

ス
）
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ギ
ー
発
電
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｅ
Ｉ
Ａ
は
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
実
施
し
な
い
場
合
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
ケ
ー
ス
に
比
し
て
、
ガ
ス
火
力
が
石
炭
火
力
を
追
い
抜
く
タ
イ
ミ
ン
グ
が
10
年
近
く
遅

れ
、
２
０
３
０
年
よ
り
前
に
石
炭
火
力
を
追
い
抜
く
と
さ
れ
て
い
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
伸

び
も
緩
や
か
に
な
る
と
の
シ
ナ
リ
オ
を
提
示
し
て
い
る
（
図
16
）。

　

ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
撤
回
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
伸
び
が
若
干

鈍
る
と
は
い
え
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
で
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２
０
１
６
年
12
月
に
連
邦
レ
ベ
ル
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
策
で
あ
る
太
陽
光
発
電
へ
の
生
産
減

税
（
Ｐ
Ｔ
Ｃ
）
と
風
力
投
資
減
税
（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
の
５
年
間
延
長
が
米
議
会
で
承
認
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
で
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
る
。
選
挙
に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ
勝
利
州
と
州
別
の
風

力
設
備
容
量
を
比
較
す
る
と
、
全
米
最
大
の
風
力
容
量
を
有
す
る
ペ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
長
官
が
州
知
事

を
務
め
た
テ
キ
サ
ス
州
を
は
じ
め
、
ト
ラ
ン
プ
勝
利
州
の
中
に
は
風
力
発
電
が
盛
ん
な
州
も
多
い
（
70

ペ
ー
ジ
の
図
17
）。
ま
た
多
く
の
州
が
Ｒ
Ｐ
Ｓ
も
し
く
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
を
設
定
し

て
い
る
（
71
ペ
ー
ジ
の
図
18
）。

　

ま
た
先
に
紹
介
し
たPEW

 Research Center
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
化
石
燃
料
に
つ
い
て
は
民
主
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出
所

：
EIA

 A
nnual Energy O

utlook 2017

図
16　

燃
料

別
発

電
量

見
通

し
（

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

ケ
ー

ス
と

ク
リ

ー
ン

パ
ワ

ー
プ

ラ
ン

不
実

施
ケ

ー
ス

）
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出
所

：
筆

者
作

成

図
17　

ト
ラ

ン
プ

勝
利

州
と

州
別

風
力

設
備

容
量

分
布
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出
所

：
EIA

 A
 D

atabase of State Incentive for Renew
able Energy（

A
s of June 2016）

図
18　

RPSも
し

く
は

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
目

標
を

設
定

し
て

い
る

州
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出
所

：
PEW

 Research Center

図
19　

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
は

超
党

派
の

支
持
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党
、
共
和
党
間
の
党
派
対
立
が
目
立
つ
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
超
党
派
の
支
持
が
あ

る
（
72
ペ
ー
ジ
の
図
19
）。
こ
の
点
か
ら
見
て
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
政
策
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
と
は
想
定
し
に
く
い
。

30　

https://w
w

w
.thestreet.com

/story/13886413/1/u-s-energy-stocks-a-m
ixed-bag-follow

ing-trum
p-victory.htm

l

（
７
）
原
子
力
発
電
に
好
意
的
だ
が
政
策
に
つ
い
て
は
未
だ
不
透
明

　

米
国
の
原
子
力
発
電
は
、
安
価
な
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
と
補
助
金
で
支
援
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
の
競
争
に
晒
さ
れ
て
お
り
、
最
近
２
年
間
で
５
つ
の
原
子
力
発
電
所
が
閉
鎖
し
た
。
原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
協
会
（
Ｎ
Ｅ
Ｉ
：N

uclear Energy Institute

）
は
更
に
８
〜
10
の
原
子
力
発
電
所
が
市
場
環

境
の
悪
化
に
よ
る
閉
鎖
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｉ
Ａ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
見
通
し
に
よ

れ
ば
、
米
国
の
原
子
力
設
備
容
量
は
既
存
原
子
力
発
電
所
が
退
役
し
て
い
く
こ
と
に
伴
い
、
２
０
４
０

年
に
か
け
て
漸
減
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
（
74
ペ
ー
ジ
の
図
20
）。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
選
挙
期
間
中
か
ら
「
自
分
は
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
好
意
的
で
あ
る
。
飛
行
機



74

出
所

：
EIA

 A
nnual Energy O

utlook 2017

図
20　

原
子

力
の

設
備

容
量

・
増

減
見

通
し

（
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
ケ

ー
ス

）



75　　 

が
墜
落
し
て
も
人
々
は
飛
行
機
に
乗
り
続
け
る
し
、
自
動
車
事
故
が
あ
っ
て
も
人
々
は
自
動
車
に
乗
り

続
け
て
い
る
。
原
子
力
発
電
所
の
認
可
プ
ロ
セ
ス
を
改
革
す
べ
き
で
あ
る
」
と
原
子
力
発
電
に
対
し
て

好
意
的
な
発
言
を
し
て
い
る
。
ま
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
移
行
チ
ー
ム
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
に
対
し
て
、

　
　

天
然
ガ
ス
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
競
争
に
晒
さ
れ
て
い
る
原
子
力
発
電
所
を
国
の
イ
ン
フ

ラ
の
一
部
と
し
て
支
援
す
る
方
法
は
あ
る
か
。

　
　

原
子
力
発
電
所
の
閉
鎖
を
防
ぐ
方
法
は
あ
る
か
。

　
　

オ
バ
マ
政
権
が
放
棄
し
た
ユ
ッ
カ
マ
ウ
ン
テ
ン
の
放
射
性
廃
棄
物
処
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
再
開
す

る
こ
と
に
法
的
制
約
が
あ
る
か
。

　
　

小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
を
含
む
新
型
炉
の
研
究
開
発
活
動
を
い
か
に
活
用
で
き
る
か
。
商
業
投
資
家

と
の
協
力
は
可
能
か
。

等
の
質
問
状
を
出
し
た
と
の
報
道
が
あ
り＊＊

＊

、
政
権
の
原
子
力
発
電
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
姿
勢
が
う

か
が
い
知
れ
る
。
更
に
ペ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
長
官
は
テ
キ
サ
ス
州
知
事
時
代
に
州
内
の
中
間
貯
蔵
施
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設
を
支
持
し
て
お
り
、
上
院
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
ユ
ッ
カ
マ
ウ
ン
テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
再
開
の
可
能
性

に
つ
い
て
も
言
及
し
た
（
２
０
１
７
年
３
月
に
発
表
さ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
予
算
提
案
で
は
ユ
ッ

カ
マ
ウ
ン
テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
再
開
の
た
め
に
１
・
２
億
ド
ル
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
）。

　

Ｎ
Ｅ
Ｉ
を
初
め
と
す
る
原
子
力
産
業
界
は
、
原
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
重
視
す
る

巨
大
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
標
準
的
な
原
子
力
発
電
所
は
４
０
０
〜
７
０
０
名
の
雇
用
、
４
０
０
０
万

ド
ル
の
賃
金
を
生
み
、
地
域
経
済
に
４・７
億
ド
ル
の
貢
献
を
す
る
等
の
数
字
を
通
じ
て
原
子
力
発
電

所
の
雇
用
吸
収
力
や
地
域
経
済
へ
の
貢
献
を
強
調
し
、
政
権
の
支
援
を
期
待
し
て
い
る
。
現
時
点
で 

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
原
子
力
産
業
を
支
援
す
る
の
か
、
支
援
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
ず
る 

の
か
、
具
体
的
な
方
向
性
は
未
だ
不
透
明
だ
が
、
原
子
力
産
業
界
の
間
で
は
、
規
制
プ
ロ
セ
ス
の
合 

理
化
、
短
縮
化
（
米
国
の
原
子
力
発
電
所
は
政
府
規
制
に
関
わ
る
ペ
ー
パ
ー
ワ
ー
ク
に
年
間
４
２
０ 

万
ド
ル
、
86
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
要
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
を
初
め
と
す
る
規
制
関
連
諸
手
数
料
に 

１
４
０
０
万
ド
ル
を
支
払
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
）
に
加
え
、
イ
リ
ノ
イ
州
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
導
入
し
た
Ｚ

Ｅ
Ｃ
ｓ
（Zero Em

issions Credits

）
の
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
、
新
型
炉
に
対
す
る
支
援
等

が
提
案
さ
れ
て
い
る＊＊

＊

。
Ｚ
Ｅ
Ｃ
ｓ
と
は
、
原
子
力
発
電
所
の
発
電
量
に
対
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
固
定
価
格
買
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取
制
度
で
あ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
２
０
１
７
年
か
ら
12
年
間
買
い
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
買
取
費
用

は
小
売
事
業
者
が
販
売
電
力
量
に
応
じ
て
負
担
し
、
最
終
的
に
は
電
気
料
金
か
ら
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

31　

https://w
w

w
.bloom

berg.com
/new

s/articles/2016-12-09/trum
p-s-team

-is-asking-for-w
ays-u-s-can-keep-nuclear-alive

32　

https://w
w

w
.nei.org/N

ew
s-M

edia/N
ew

s/N
ew

s-A
rchives/Congress,-the-States-and-the-2017-N

uclear-A
genda

（
８
）
炭
素
税
に
つ
い
て
は
否
定
的

　

共
和
党
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
、
マ
イ
ロ
ン
・
エ
ー
ベ
ル
氏
、
デ
ビ
ッ
ド
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ

ー
氏
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
見
解
か
ら
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
炭
素
税
、
排
出
量
取
引
等
の
カ
ー
ボ
ン

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
導
入
す
る
可
能
性
は
皆
無
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
２
０
１
７
年
２
月
に
ジ
ョ

ー
ジ
・
シ
ュ
ル
ツ
元
国
務
長
官
（
レ
ー
ガ
ン
政
権
）、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ベ
ー
カ
ー
元
国
務
長
官
（
Ｇ
・

Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
）、ヘ
ン
リ
ー
・
ポ
ー
ル
ソ
ン
元
財
務
長
官（
Ｇ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
）、

マ
ー
チ
ン
・
フ
ェ
ル
ド
ス
タ
イ
ン
元
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
委
員
長
（
レ
ー
ガ
ン
政
権
）、
グ
レ
ゴ

リ
ー
・
マ
ン
キ
ュ
ー
元
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
委
員
長
（
Ｇ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
）
等
が
連
名
で
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"T
he Conservative Case for Carbon D

ividends" ＊＊
＊

と
題
す
る
政
策
提
言
を
発
表
し
た
。
そ
の

主
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

40
ド
ル
／
ト
ン
か
ら
の
炭
素
税
を
導
入
し
、
徐
々
に
上
げ
て
い
く
。
課
税
は
、
製
油
所
や
化
石
燃

料
が
経
済
に
入
っ
て
く
る
段
階
（
鉱
山
、
油
ガ
ス
井
、
港
）
で
行
う
。

　
　

炭
素
の
配
当
は
、
米
国
民
に
広
く
分
配
す
る
（
チ
ェ
ッ
ク
、
年
金
へ
の
充
当
）。
配
当
額
は
４
人

家
族
の
標
準
家
庭
の
場
合
、
初
年
度
で
２
０
０
０
ド
ル
相
当
に
な
る
。

　
　

米
国
と
「
比
較
可
能
な
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（com

parable carbon pricing system
s

）」 

を
講
じ
て
い
な
い
国
と
の
間
の
輸
出
入
に
は
、
国
境
調
整
を
行
う
。

　
　

Ｃ
Ｏ　

に
関
す
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
規
制
権
限
を
撤
回
し
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
は
即
時
停
止
す

る
。
だ
が
、
初
期
の
炭
素
税
価
格
は
、
現
行
規
制
以
上
の
削
減
を
も
た
ら
す
水
準
に
設
定
す
る
。

　

こ
の
提
言
に
は
共
和
党
政
権
の
か
つ
て
の
重
鎮
た
ち
が
名
を
連
ね
て
い
る
た
め
、
共
和
党
も
炭
素
税

に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
と
受
け
止
め
る
向
き
も
あ
る
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
関
係
者
や
移
行
チ

２
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ー
ム
メ
ン
バ
ー
等
の
話
を
聞
く
と
「
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
政
治
的
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
る
。
彼
ら

は
共
和
党
の
長
老
で
あ
る
が
、
過
去
の
人
で
あ
る
」
と
い
う
評
価
が
支
配
的
で
あ
る
。「
い
か
な
る
形

の
炭
素
税
も
導
入
し
な
い
」
と
い
う
選
挙
公
約
と
の
関
係
か
ら
も
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
こ
の
提
言
を
実

施
す
る
可
能
性
は
限
り
な
く
低
い
と
い
え
よ
う
。

【
２
０
１
７
年
３
月
28
日
大
統
領
令
に
関
す
る
追
記
】

　

な
お
、
３
月
28
日
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
独
立
・
経
済
成
長
推
進
の
た
め
の
大
統
領
令
」
署
名
に
先
立
っ

て
行
わ
れ
た
事
前
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
高
官
は
「
炭
素
税
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

か
」
と
の
プ
レ
ス
か
ら
の
問
い
に
対
し
、「
我
々
は
炭
素
税
を
考
え
て
い
な
い
。
将
来
導
入
す
る
考
え

も
な
い
」
と
明
確
に
答
え
て
い
る
。

33　

https://w
w

w
.clcouncil.org/w

p-content/uploads/2017/02/T
heConservativeCaseforCarbonD

ividends.pdf#search=
%

27conservative+case+for+carbon+dividends%
27
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３
．
米
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
ど
う
な
る
の
か

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
に
よ
っ
て
米
国
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
は
ど
う
な
る
の
か
。
２
０
１
６
年
12
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
記
事"H

ow
 

T
rum

p can Influence Clim
ate Change?

＊＊
＊"

で
は
、
①
米
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
自
然
体

で
は
現
状
よ
り
も
増
大
し
て
し
ま
う
、
②
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
等
、
州
政
府
の
政
策
、
省
エ
ネ
規
制
、
メ

タ
ン
規
制
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
等
、
連
邦
政
府
の
政
策
で
削
減
し
た
と
し
て
も
、
オ
バ
マ
政
権

の
２
０
２
５
年
ま
で
に
２
０
０
５
年
比
▲
26
〜
28
％
に
は
届
か
な
い
、
③
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
連
邦
政
府

の
規
制
を
弱
体
化
・
撤
廃
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
期
待
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

効
果
の
多
く
が
消
滅
す
る
と
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
（
図
21
）。

　

Ｅ
Ｉ
Ａ
が
２
０
１
７
年
１
月
に
発
表
し
た"A

nnual Energy O
utlook 2017"

に
よ
れ
ば
ク
リ
ー

ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
実
施
を
盛
り
込
ん
だ
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ケ
ー
ス
で
は
原
油
価
格
、
石
油
・
ガ
ス
資
源

量
、
経
済
成
長
で
場
合
分
け
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ　

排
出
量
は
２
０
３
０
年
に
か
け
て
低
下

す
る
が
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
を
実
施
し
な
い
場
合
、
横
ば
い
程
度
に
な
る
と
の
絵
姿
が
示
さ
れ

て
い
る
（
82
ペ
ー
ジ
の
図
22
）。

２
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出
所

：
N

ew
 Y

ork T
im

es 8 D
ecem

ber 2016 “
H

ow
 T

rum
p can influence clim

ate change?”

図
21　

米
国

の
排

出
量

見
通

し
と

削
減

策
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出
所

：
EIA

 A
nnual Energy O

utlook 2017

図
22　

米
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

起
源

C
O

２ 排
出

量
の

見
通

し
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他
方
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
で
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
で
も
あ
る
程
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
は
進
む

と
の
見
方
も
あ
る
。

　
　

米
国
に
お
け
る
近
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
は
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
安
価
な
天
然
ガ
ス
が
発
電
部
門
で
石
炭
を
駆
逐
し
た
結
果
で
あ
り
、
国
内
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
生

産
を
推
進
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
で
も
こ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。

　
　

オ
バ
マ
政
権
の
目
標
達
成
に
対
す
る
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
貢
献
度
は
４
分
の
１
程
度
で
あ

る
。
ま
た
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
政
策
を
と
り
や
め
て
も
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
よ
う
に
引
き
続
き

実
施
す
る
州
政
府
も
あ
る
。

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
も
低
下
し
て
い
る
。

　
　

米
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
既
に
脱
炭
素
化
に
向
け
て
舵
を
切
っ
て
い
る
。

　

温
暖
化
政
策
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
Ｃ
２
Ｅ
Ｓ
等
の
専
門
家
は
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
、

「
オ
バ
マ
政
権
の
▲
26
〜
28
％
ほ
ど
は
い
か
な
く
て
も
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
２
０
０
５
年
比
▲
16
％
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程
度
は
削
減
が
進
む
の
で
は
な
い
か
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

34　

https://w
w

w
.nytim

es.com
/interactive/2016/12/08/us/trum

p-clim
ate-change.htm

le
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４
．
パ
リ
協
定
：
離
脱
か
残
留
か

　

温
暖
化
対
策
に
対
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
象
徴
す
る
事
例
が
、
国
内
面
で
は
ク
リ
ー

ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
対
外
面
で
は
パ
リ
協
定
で
あ
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
選
挙
期
間
中
、「
パ
リ
協
定
の
キ
ャ
ン
セ
ル
」
を
公
言
し
て
お

り
、
共
和
党
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
も
、「
オ
バ
マ
大
統
領
の
個
人
的
な
約
束
に
過
ぎ
な
い
パ
リ
協

定
を
拒
否
す
る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
政
権
発
足
後
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
パ
リ
協
定
に
つ
い
て

旗
幟
鮮
明
に
し
て
い
な
い
。
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
大
統
領
令
の
発
出
が
遅
れ
て
い
る
一
つ
の
理
由

は
、
そ
こ
に
パ
リ
協
定
に
関
す
る
方
針
を
盛
り
込
む
か
否
か
で
政
権
内
に
意
見
対
立
が
あ
る
か
ら
だ
と

の
見
方
も
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
陣
営
の
選
対
本
部
長
を
務
め
、
最
側
近
と
さ
れ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
バ
ノ

ン
首
席
戦
略
官
、
プ
ル
イ
ッ
ト
Ｅ
Ｐ
Ａ
長
官
等
が
パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
を
主
張
し
て
い
る
一
方
、
テ

ィ
ラ
ー
ソ
ン
国
務
長
官
、
イ
ヴ
ァ
ン
カ
氏
及
び
ジ
ャ
レ
ッ
ド
・
ク
シ
ュ
ナ
ー
大
統
領
上
級
顧
問
が
残
留

を
主
張
し
て
い
る
と
さ
れ
、「
イ
ヴ
ァ
ン
カ
氏
の
反
対
に
よ
り
、
大
統
領
令
の
中
に
パ
リ
協
定
を
否
定

す
る
よ
う
な
文
言
を
入
れ
る
こ
と
が
見
送
ら
れ
た
」
と
の
観
測
記
事
も
あ
る＊＊

＊

。
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【
２
０
１
７
年
３
月
28
日
大
統
領
令
に
関
す
る
追
記
】

　

３
月
28
日
に
署
名
さ
れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
独
立
・
経
済
成
長
推
進
の
た
め
の
大
統
領
令
」
に
は
パ
リ

協
定
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
米
国
が
パ
リ
協
定
残
留
を
決
め
た
こ
と
を
直
ち
に
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
。
３
月
28
日
の
大
統
領
令
署
名
に
先
立
っ
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
あ
た
っ
た
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
高
官
は
プ
レ
ス
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
「
パ
リ
協
定
の
残
留
・
離
脱
に
つ
い
て
は
依
然
、

議
論
が
続
い
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。

　

パ
リ
協
定
は
オ
バ
マ
政
権
が
行
政
協
定
と
し
て
上
院
の
批
准
プ
ロ
セ
ス
を
経
ず
に
批
准
し
、
２
０
１
６ 

年
11
月
に
発
効
し
て
い
る
。
パ
リ
協
定
第
28
条
第
１
項
、
第
２
項
で
は
、「
締
約
国
は
発
効
後
３
年
経

て
ば
、
離
脱
を
書
面
通
告
で
き
る
。
通
告
後
１
年
で
当
該
締
約
国
は
離
脱
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
米
国
は
発
効
済
み
の
パ
リ
協
定
の
締
約
国
で
あ
る
た
め
、
離
脱
に
は
４
年
か
か

る
こ
と
に
な
る
。
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
す
る
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
枠
組

条
約
）
自
体
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
で
あ
る
。
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
25
条
で
は
「
締
約
国
は
条
約
発
効

か
ら
３
年
経
て
ば
、
い
つ
で
も
離
脱
を
書
面
通
告
で
き
る
。
通
告
後
１
年
で
当
該
締
約
国
は
離
脱
し
た
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も
の
と
み
な
さ
れ
る
」と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
パ
リ
協
定
第
28
条
第
３
項
で
は「
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
か
ら
離

脱
し
た
締
約
国
は
本
協
定
か
ら
も
離
脱
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
年
で
パ
リ
協
定
か
ら
も
離
脱
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

35　

https://w
w

w
.w

sj.com
/articles/ivanka-trum

p-jared-kushner-pushed-to-rem
ove-language-critical-of-clim

ate-deal-

from
-executive-order-1487889272

（
１
）
パ
リ
協
定
離
脱
論

　

米
国
内
で
パ
リ
協
定
を
否
定
す
る
議
論
と
し
て
は
、
理
念
的
に
否
定
す
る
も
の
、
手
続
き
面
の
瑕
疵

を
指
摘
す
る
も
の
、
内
容
を
問
題
視
す
る
も
の
等
が
絡
み
合
っ
て
い
る
。

　

理
念
的
に
否
定
す
る
も
の
は
、
そ
も
そ
も
温
暖
化
問
題
、
特
に
人
類
起
源
の
温
室
効
果
ガ
ス
と
地
球

温
暖
化
の
相
関
関
係
は
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
国
際
的
・
国
内
的
な

取
り
組
み
自
体
を
否
定
す
る
。
こ
の
考
え
方
に
立
て
ば
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
目
指
す
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

も
パ
リ
協
定
も
ナ
ン
セ
ン
ス
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
根
強
い
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
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へ
の
懐
疑
的
な
考
え
方
と
も
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
バ
ノ
ン
首
席
戦
略
官
が
会
長
を
務
め
て
い
た
右
派

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
トBreitbart

は
イ
ヴ
ァ
ン
カ
氏
が
パ
リ
協
定
離
脱
に
関
す
る
文
言
挿
入
を
阻
止
し
た

と
の
記
事
に
反
発
し
、「
イ
ヴ
ァ
ン
カ
が
何
を
言
お
う
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
温
暖
化
に
つ
い
て
動
揺

し
て
は
い
け
な
い
」「
人
類
起
源
の
温
暖
化
は
問
題
で
は
な
く
、
こ
れ
を
問
題
視
す
る
人
は
い
か
さ
ま

師
（crook
）、
嘘
つ
き
（liar

）、
バ
カ
（idiot

）、
サ
ク
ラ
（shill

）
で
あ
る
」
と
の
激
烈
な
記
事
を

掲
載
し
て
い
る＊＊

＊

。

　

手
続
き
面
の
瑕
疵
を
問
題
視
す
る
も
の
は
、
本
来
、
パ
リ
協
定
は
条
約
批
准
権
限
を
有
す
る
上
院
の

プ
ロ
セ
ス
を
経
る
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
行
政
協
定
で
批
准
を
行
っ
た

こ
と
を
批
判
す
る
。
パ
リ
協
定
合
意
直
後
、「
い
か
な
る
気
候
変
動
条
約
も
上
院
の
批
准
な
く
し
て
通

さ
な
い
」
と
述
べ
た
ミ
ッ
チ
・
マ
コ
ー
ネ
ル
上
院
院
内
総
務
の
コ
メ
ン
ト
が
そ
の
典
型
例
で
あ
る＊＊

＊

。
共

和
党
関
係
者
の
中
に
は
、「
目
標
値
を
義
務
と
せ
ず
、
目
標
策
定
と
報
告
・
レ
ビ
ュ
ー
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
を
義
務
付
け
た
パ
リ
協
定
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
目
指
し
て
い
た
方
向
性
と
本
質
的
に
は
同
じ
で
あ

り
、
目
標
値
は
と
も
か
く
、
上
院
で
議
論
を
重
ね
れ
ば
出
口
を
見
つ
け
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
オ
バ
マ
大
統
領
が
上
院
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
ず
に
米
国
の
批
准
を
急
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
パ
リ
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協
定
の
発
効
を
早
め
、
次
期
政
権
が
共
和
党
政
権
に
な
っ
て
も
４
年
間
は
離
脱
で
き
な
い
よ
う
に
し
た

た
め
、
上
院
が
パ
リ
協
定
を
支
持
す
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。

　

内
容
を
問
題
視
す
る
も
の
と
し
て
は
、「
米
国
の
削
減
目
標
（
２
０
２
５
年
ま
で
に
２
０
０
５
年
比

▲
26
〜
28
％
）
は
産
業
・
雇
用
に
悪
影
響
を
与
え
る
」「
米
国
の
目
標
設
定
に
あ
た
っ
て
産
業
界
と
の

協
議
が
一
切
な
さ
れ
て
い
な
い
」「
２
０
３
０
年
ま
で
排
出
量
を
い
く
ら
増
や
し
て
も
良
い
と
い
う
中

国
の
目
標
に
比
較
し
て
米
国
の
目
標
は
譲
歩
し
過
ぎ
で
あ
る
」
等
が
あ
る
。
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
か
ら
Ｅ

Ｐ
Ａ
入
り
し
た
デ
ビ
ッ
ド
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
氏
は
「
パ
リ
協
定
は
２
０
３
５
年
ま
で
に
２
・
５
兆
ド
ル

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
喪
失
を
も
た
ら
し
、
製
造
業
に
お
い
て
20
万
人
の
雇
用
喪
失
を
招
き
、
４
人
の
標
準
家
庭
の

電
力
料
金
を
13
％
引
き
上
げ
、
２
万
ド
ル
の
所
得
喪
失
を
も
た
ら
す
。
他
方
、
環
境
面
の
便
益
は
ほ
と

ん
ど
な
い
」
と
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る＊＊

＊

。
目
標
値
が
問
題
な
の
で
あ
れ
ば
、
目
標
値
を
下
げ
る
と

い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
る
の
だ
が
、
パ
リ
協
定
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
か
ら
の
離
脱
を
主
張
す
る
人
々
は
、

「
米
国
は
国
連
気
候
変
動
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
拠
出
を
取
り
や
め
る
。
パ
リ
協
定
に
残
留
し
て
も
、

会
議
に
出
席
す
る
た
び
に
米
国
の
排
出
量
や
資
金
拠
出
に
つ
い
て
の
批
判
を
受
け
る
だ
け
で
あ
り
、
そ

れ
な
ら
ば
き
っ
ぱ
り
手
を
切
っ
た
ほ
う
が
良
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。
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36　

http://w
w

w
.breitbart.com

/big-governm
ent/2017/02/27/delingpole-president-trum

p-m
ust-not-w

obble-clim
ate-

change-w
hatever-ivanka-says/

37　
http://w

w
w

.politico.com
/story/2015/12/paris-clim

ate-final-agreem
ent-216714

38　

http://w
w

w
.heritage.org/environm

ent/report/consequences-paris-protocol-devastating-econom
ic-costs-essentially-

zero

（
２
）
パ
リ
協
定
残
留
論

　

当
然
、
民
主
党
関
係
者
や
環
境
団
体
が
パ
リ
協
定
残
留
を
切
望
し
て
い
る
。
オ
バ
マ
政
権
で
気
候
変

動
交
渉
を
仕
切
っ
た
ト
ッ
ド
・
ス
タ
ー
ン
前
気
候
変
動
特
使
は
、
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
へ
の
寄
稿

等
を
通
じ
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る＊＊

＊

。

　
　

パ
リ
協
定
は
各
国
が
目
標
、
計
画
を
独
自
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
お
り
、
誰
も
意
に

反
す
る
行
動
を
強
い
ら
れ
な
い
。
オ
バ
マ
政
権
の
米
国
交
渉
団
は
、
国
内
の
支
持
を
獲
得
し
、
中

国
、
イ
ン
ド
等
の
参
加
を
得
る
た
め
、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。
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米
国
内
の
パ
リ
協
定
、
気
候
変
動
対
策
へ
の
支
持
は
深
く
広
範
で
あ
り
、
20
年
前
の
京
都
議
定
書

の
時
代
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
多
く
の
大
企
業
も
パ
リ
協
定
、
気
候
変
動
対
策
を
支
持
し
て
い
る
。

　
　

仮
に
、
気
候
変
動
懐
疑
派
が
「
気
候
変
動
と
そ
の
危
険
性
に
関
す
る
結
論
が
誤
っ
て
い
る
」
と
主

張
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
（m

ight w
ell be right

）
と
い
う
こ
と
は

事
実
。
し
か
し
、
保
険
的
観
点
か
ら
、
こ
う
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
リ
ス
ク
を
無
視
で
き
な
い

は
ず
だ
。

　
　

パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
は
世
界
に
お
け
る
米
国
の
地
位
を
損
な
う
。
パ
リ
協
定
合
意
に
は
膨
大
な

努
力
を
要
し
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
発
効
後
23
年
で
よ
う
や
く
野
心
的
、
世
界
的
、
柔
軟
、
各
国

自
決
型
の
枠
組
み
を
作
り
出
し
た
。
米
国
の
離
脱
は
、
米
国
一
国
の
決
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界

の
気
候
変
動
対
策
努
力
を
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
へ
の
防
衛
努
力
の
強
化

要
請
や
貿
易
協
定
の
見
直
し
を
上
回
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
に
な
る
。

　
　

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
影
響
力
を
与
え
ら
れ
る
の
は
、
他
国
の
首
脳
（
安
倍
、
メ
イ
、
メ
ル
ケ
ル
等
）

の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
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政
権
内
で
パ
リ
協
定
残
留
を
支
持
す
る
議
論
と
し
て
は
、「
選
挙
で
ト
ラ
ン
プ
を
支
持
し
た
人
々
は

国
内
の
規
制
緩
和
や
雇
用
創
出
に
は
関
心
が
あ
る
が
、
パ
リ
協
定
離
脱
そ
の
も
の
に
は
こ
だ
わ
り
は
な

い
」「
パ
リ
協
定
は
京
都
議
定
書
と
異
な
り
、
目
標
達
成
に
法
的
拘
束
力
が
な
く
、
目
標
さ
え
見
直
せ

ば
米
国
に
対
す
る
実
害
は
な
い
」「
パ
リ
協
定
離
脱
は
米
国
の
国
際
的
地
位
に
悪
影
響
を
与
え
る
」「
交

渉
テ
ー
ブ
ル
に
は
席
を
確
保
し
て
お
い
た
方
が
良
い
」「
欧
州
は
米
国
の
パ
リ
協
定
残
留
を
強
く
望
ん

で
い
る
。
交
渉
材
料
と
し
て
使
え
ば
良
い
」
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
最
後
の
論
点
に
関
連
し
て
、
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
「
米
国
が
パ
リ
協
定
に
残
留
す
る
た
め
に
は
化
石
燃
料
か
ら
の
排
出

量
を
削
減
す
る
技
術
の
開
発
・
普
及
を
世
界
が
支
持
す
る
こ
と
が
条
件
」
と
欧
州
委
員
会
関
係
者
に
語

っ
た
と
の
記
事
も
あ
る＊＊

＊

。
た
だ
し
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
廃
止
な
ど
、
国
内
温
暖
化
対
策
を
大

幅
に
後
退
さ
せ
る
以
上
、
政
権
内
で
パ
リ
協
定
残
留
を
支
持
す
る
者
も
、
オ
バ
マ
目
標
の
見
直
し
を
当

然
の
前
提
と
し
て
い
る
。

39　

https://w
w

w
.brookings.edu/blog/planetpolicy/2017/03/06/m

r-trum
ps-clim

ate-decision/

40　

http://w
w

w
.politico.eu/article/trum

p-advisers-w
ant-concessions-for-coal-if-us-stays-in-clim

ate-pact/
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（
３
）
パ
リ
協
定
を
め
ぐ
る
シ
ナ
リ
オ

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
パ
リ
協
定
へ
の
対
応
と
し
て
以
下
の
シ
ナ
リ
オ
が
考
え
ら
れ

る
。

　

シ
ナ
リ
オ
１
：
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
そ
の
も
の
か
ら
離
脱
し
、
パ
リ
協
定
と
併
せ
１
年
で
離
脱
す
る
。

　

シ
ナ
リ
オ
２
：
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
は
残
留
す
る
も
の
の
、
大
統
領
令
に
よ
り
、
あ
る
い
は
パ
リ
協
定

の
上
院
へ
の
送
付
と
否
決
に
よ
り
、
パ
リ
協
定
か
ら
は
離
脱
す
る
旨
の
米
国
の
意
思
を
対
外
的
に
明
確

に
し
、
協
定
上
の
手
続
き
に
則
っ
て
４
年
か
け
て
離
脱
す
る
。
パ
リ
協
定
の
詳
細
ル
ー
ル
策
定
交
渉
に

は
代
表
団
を
送
ら
な
い
。

　

シ
ナ
リ
オ
３
：
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
、
パ
リ
協
定
と
も
に
残
留
す
る
が
、
オ
バ
マ
政
権
の
２
０
２
５
年
目

標
（
及
び
２
０
５
０
年
の
長
期
目
標
）
を
撤
回
・
下
方
修
正
す
る
（
あ
る
い
は
単
に
無
視
す
る
）。
パ

リ
協
定
の
詳
細
ル
ー
ル
策
定
交
渉
に
参
加
し
、
中
国
等
の
新
興
国
に
甘
い
ル
ー
ル
策
定
を
阻
止
す
る
。
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シ
ナ
リ
オ
１
は
、
米
国
が
温
暖
化
問
題
に
完
全
に
背
を
向
け
る
こ
と
を
意
味
し
、
世
界
に
与
え
る
影

響
が
最
も
大
き
い
。
米
国
は
１
９
９
２
年
、
ブ
ッ
シ
ュ
父
政
権
の
際
に
上
院
で
ほ
ぼ
全
会
一
致
で
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
批
准
し
た
経
緯
が
あ
り
、
共
和
党
内
で
も
反
対
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
１
．

（
４
）
米
国
人
の
気
候
変
動
に
関
す
る
見
方
」
で
述
べ
た
よ
う
に
近
年
、
共
和
党
と
民
主
党
の
両
極
化

と
相
互
の
敵
意
が
増
す
中
で
、
気
候
変
動
に
つ
い
て
も
保
守
派
の
共
和
党
員
と
リ
ベ
ラ
ル
派
の
民
主
党

員
の
間
の
見
解
の
相
違
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
25
年
前
と
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

　

筆
者
の
現
時
点
で
の
個
人
的
観
測
と
し
て
は
、
シ
ナ
リ
オ
３
の
可
能
性
が
相
対
的
に
高
い
と
考
え
て

い
る
。
パ
リ
協
定
に
は
罰
則
が
な
い
た
め
、
パ
リ
協
定
に
留
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
オ
バ
マ
目
標
を

見
直
し
さ
え
す
れ
ば
、
米
国
に
と
っ
て
の
実
害
は
な
い
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
か
ら
も
離
脱
す
る
か
も
し
れ

な
い
と
の
観
測
が
あ
る
中
で
、
目
標
を
見
直
し
て
で
も
パ
リ
協
定
に
留
ま
る
結
果
と
な
れ
ば
、
諸
外
国

か
ら
の
反
応
は
「
最
悪
の
事
態
は
避
け
ら
れ
た
」
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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５
．
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
温
暖
化
防
止
の
国
際
的
取
り
組
み
に
与
え
る
影
響

　

米
国
の
パ
リ
協
定
に
対
す
る
対
応
は
、
２
０
１
７
年
の
国
際
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

（
１
）
国
連
交
渉
は
ど
う
展
開
す
る
か

　

ま
ず
、
２
０
１
７
年
５
月
に
は
パ
リ
協
定
特
別
作
業
部
会
が
開
催
さ
れ
る
。
２
０
１
６
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ 

22（
マ
ラ
ケ
シ
ュ
）に
お
い
て
、
今
後
２
年
間
か
け
て
パ
リ
協
定
の
詳
細
ル
ー
ル
を
交
渉
し
、２
０
１
８ 

年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
で
採
択
す
る
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
質
的
な
交
渉
が
行
わ
れ
る
最
初

の
機
会
で
あ
る
。
こ
こ
に
米
国
が
代
表
団
を
送
っ
て
く
る
の
か
、
そ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
臨

む
の
か
が
注
視
さ
れ
る
。
し
か
し
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
は
政
治
任
用
の
幹
部
ク
ラ
ス
の
人
事
が
遅
れ
て
い

る
。
温
暖
化
交
渉
を
担
当
す
る
国
務
省
で
は
副
長
官
、
次
官
、
次
官
補
等
の
ポ
ス
ト
が
全
く
埋
ま
っ
て

い
な
い
。
政
権
交
代
に
左
右
さ
れ
な
い
キ
ャ
リ
ア
官
僚
が
交
渉
に
参
加
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
政
権

の
方
針
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
事
実
上
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
的
な
参
加
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

懸
念
さ
れ
る
の
は
、
米
国
の
存
在
感
が
弱
ま
っ
て
い
る
と
き
に
、
途
上
国
が
巻
き
返
し
に
出
る
可
能
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性
が
あ
る
こ
と
だ
。
パ
リ
協
定
は
先
進
国
、
途
上
国
を
含
め
、
全
て
の
国
が
目
標
を
設
定
し
、
定
期
的

に
進
捗
状
況
を
報
告
し
、
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
と
い
う
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
根
幹
と
す
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
手
続
き
は
今
後
固
め
る
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
22
の
交
渉
状
況
を
見
る
と
、
途
上
国
は

国
別
貢
献
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
：N

ationally D
eterm

ined Contribution

）
の
中
に
支
援
の
意
図
を
含
め
る

こ
と
、
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
い
て
先
進
国
・
途
上
国
の
二
分
論
を
明
確
に
ビ
ル
ト
イ
ン
す
る

こ
と
等
を
求
め
て
お
り
、
予
想
さ
れ
た
よ
う
に
先
進
国
と
途
上
国
の
対
立
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
先
進
国
陣
営
に
お
け
る
米
国
の
存
在
感
は
何
と
言
っ
て
も
大
き
い
。
資
金
問
題
に
せ

よ
、
二
分
論
の
問
題
に
せ
よ
、
米
国
が
最
も
神
経
を
尖
ら
せ
て
対
応
し
て
き
た
分
野
で
あ
る
。
そ
の
米

国
の
存
在
感
が
弱
ま
る
、
あ
る
い
は
パ
リ
協
定
離
脱
に
よ
っ
て
米
国
不
在
に
な
る
こ
と
に
で
も
な
れ

ば
、
こ
れ
を
奇
貨
と
し
て
途
上
国
側
が
攻
勢
を
か
け
て
く
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

交
渉
経
験
か
ら
見
て
も
Ｅ
Ｕ
は
途
上
国
に
対
し
て
土
壇
場
で
腰
砕
け
の
対
応
を
す
る
傾
向
が
強
い
。
ポ

ス
ト
２
０
１
３
年
交
渉
の
際
も
、
早
々
と
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期
間
容
認
論
に
変
節
を
し
た
前
科
が

あ
る
。「
２
０
１
８
年
に
は
ル
ー
ル
を
採
択
し
、
米
国
が
い
な
く
て
も
国
際
社
会
は
前
に
進
ん
で
い
る

こ
と
を
示
そ
う
」
と
い
う
思
い
が
先
走
る
余
り
、
途
上
国
に
妥
協
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。
仮
に
米
国
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が
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
し
た
と
し
て
も
、
政
権
交
代
に
よ
っ
て
パ
リ
協
定
に
復
帰
す
る
可
能
性
も
あ

る
。
今
回
、
途
上
国
に
妥
協
し
す
ぎ
た
詳
細
ル
ー
ル
が
出
来
て
し
ま
え
ば
、
米
国
の
パ
リ
協
定
復
帰
を

難
し
く
す
る
。
米
国
が
交
渉
に
参
加
す
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
米
国
が
参
加
可
能
に
な
る
よ
う
な
ル
ー

ル
策
定
に
最
大
限
の
努
力
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
欧
州
の
環
境
関
係
者
に
と
っ
て
番
狂
わ
せ
で
あ
っ
た
ト
ラ
ン
プ
政
権

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
を
最
も
苦
々
し
く
思
っ
て
い
る
の
は
欧
州
の
環
境
関
係
者
で
あ
ろ
う
。
筆
者

は
２
０
１
６
年
10
月
に
英
国
王
立
国
際
問
題
研
究
所
（
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
）
の
気
候
変
動
会
議
に
参
加

し
た
が
、
そ
こ
で
聞
か
れ
た
欧
州
の
環
境
関
係
者
の
見
方
は
、
以
下
の
よ
う
に
意
気
軒
昂
な
も
の
で
あ

っ
た
（
セ
ミ
ナ
ー
１
「
英
国
と
欧
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
動
向
」http://w

w
w

.21ppi.org/
sem

inar/pdf/01.pdf

）。

　
　

予
想
を
大
幅
に
上
回
り
、
パ
リ
協
定
が
11
月
初
め
に
発
効
す
る
。
世
界
は
脱
炭
素
化
に
向
け
て
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
０
２
０
年
ま
で
の
途
上
国
へ
の
資
金
援
助
１
０
０
０
億
ド
ル
を
確
保
す
る
こ
と
、
適
応
基
金
の

詳
細
を
詰
め
る
こ
と
、
パ
リ
協
定
の
詳
細
ル
ー
ル
の
作
成
等
、
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
は
山
積

し
て
い
る
。

　
　

１
・
５
℃
〜
２
℃
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
今
世
紀
後
半
ど
こ
ろ
か
２
０
５
０
年
に
は
世
界

全
体
で
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
コ
ス
ト
は
大
き
く
下
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。

　
　

各
国
の
提
出
し
た
約
束
草
案
の
合
計
は
１
・
５
℃
〜
２
℃
目
標
達
成
に
は
全
く
不
十
分
で
あ
る
。

２
０
１
８
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
特
別
報
告
書
及
び
そ
れ
を
踏
ま
え
た
ダ
イ
ア
ロ
グ
を
通
じ
、
２
０
２
０

年
よ
り
も
前
に
各
国
の
目
標
の
更
な
る
積
み
上
げ
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ど
の
国
が
２
０
２
０
年
以

前
の
段
階
で
先
陣
を
切
っ
て
目
標
を
引
き
上
げ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

脱
炭
素
化
の
た
め
に
は
膨
大
な
資
金
が
必
要
（
年
間
数
兆
ド
ル
）
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
決
定
的

に
重
要
な
の
は
金
融
部
門
の
役
割
で
あ
り
、
化
石
燃
料
へ
の
資
金
の
流
れ
を
変
え
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
資
金
が
流
れ
る
よ
う
な
金
融
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
Ｇ

20
の
要
請
を
受
け
、
金
融
安
定
理
事
会
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
に
お
い
て
気
候
変
動
関
連
財
務
デ
ィ
ス
ク
ロ
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ー
ジ
ャ
ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
強
制
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

　
　

低
炭
素
投
資
、
低
炭
素
技
術
開
発
の
た
め
に
は
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
ス
の
導
入
が
決
定
的
に
重
要
で

あ
る
。
現
在
、
中
国
で
は
２
省
５
市
で
排
出
量
取
引
の
実
験
的
導
入
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

が
全
国
レ
ベ
ル
で
導
入
さ
れ
れ
ば
、
世
界
の
排
出
量
の
約
半
分
が
炭
素
税
も
し
く
は
排
出
量
取
引

を
通
じ
て
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
ス
の
対
象
に
な
る
。
10
年
前
は
夢
物
語
と
思
わ
れ
て
い
た
「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
炭
素
価
格
」
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
。

　
　

相
変
わ
ら
ず
化
石
メ
ジ
ャ
ー
、
重
厚
長
大
産
業
は
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
阻
害
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
彼
ら
を
ど
う
追
い
詰
め
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
に
対
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
司
法
当
局
の
調
査
や
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
対
す
る
訴
訟
等
、
市
民
団
体
が
政
府
や
企
業

を
訴
え
る
こ
と
が
増
加
し
て
い
る
。

　

そ
の
場
に
出
席
し
て
い
た
欧
州
の
環
境
関
係
者
は
例
外
な
く
米
国
で
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
誕
生
す
る

こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
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（
３
）
欧
州
が
議
長
国
を
務
め
る
Ｇ
７
、
Ｇ
20
は
ど
う
展
開
す
る
か

　

２
０
１
７
年
の
Ｇ
７
（
５
月
26
〜
27
日
シ
チ
リ
ア
島
タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
）、
Ｇ
20
（
７
月
７
〜
８
日
ハ

ン
ブ
ル
ク
）
は
と
も
に
欧
州
の
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
が
議
長
国
を
務
め
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
首
脳

プ
ロ
セ
ス
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
で
も
あ
る
。

　

２
０
１
６
年
の
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
２
０
１
５
年
12
月
の
パ
リ
協
定
合
意
を
受
け
、
温

暖
化
問
題
に
つ
き
「
Ｇ
７
は
、
引
き
続
き
指
導
的
な
役
割
を
担
い
、
パ
リ
協
定
の
２
０
１
６
年
中
の
発

効
と
い
う
目
標
に
向
け
て
取
り
組
み
つ
つ
、
同
協
定
の
可
能
な
限
り
早
期
の
批
准
、
受
諾
又
は
承
認
を

得
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
締
約
国
に
対
し
、
同
様
の

対
応
を
求
め
る
。
我
々
は
、
更
な
る
野
心
を
時
間
の
経
過
と
と
も
に
促
進
し
つ
つ
、
自
国
が
決
定
す
る

貢
献
を
、
早
期
に
透
明
性
を
も
っ
て
、
か
つ
、
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
で
先
導
す
る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト

す
る
。
ま
た
、
我
々
は
、
５
年
ご
と
に
行
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
評
価
手
続
の
定
期
的
な
検
証
に
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
。
我
々
は
、
２
０
２
０
年
の
期
限
に
十
分
先
立
っ
て
今
世
紀
半
ば
の

温
室
効
果
ガ
ス
低
排
出
型
発
展
の
た
め
の
長
期
戦
略
を
策
定
し
、
通
報
す
る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
」

と
い
う
高
揚
感
に
満
ち
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
し
た＊＊

＊

。
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２
０
１
８
年
の
パ
リ
協
定
詳
細
ル
ー
ル
交
渉
妥
結
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
１
・
５
度
特
別
報
告
書
等
を
念
頭

に
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
が
ま
ず
は
Ｇ
７
で
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
モ
メ
ン
タ
ム
を
更
に
強
化
し
、
そ

れ
を
Ｇ
20
に
つ
な
ぐ
と
い
う
共
同
作
戦
を
考
え
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
特
に
温
暖
化
問
題

に
熱
心
な
ド
イ
ツ
は
Ｇ
20
で
Ｎ
Ｄ
Ｃ
（
国
別
貢
献
）
の
着
実
な
実
施
に
よ
る
パ
リ
協
定
の
推
進
、
長
期

低
炭
素
戦
略
策
定
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
緑
の
気
候
基
金
へ
の
支
援
、
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
ス
を
含
む
経

済
的
手
法
、
化
石
燃
料
補
助
金
の
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
米
国
に
お
け
る
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
誕
生
は
こ
う
し
た
作
戦
の
当
然
の
前
提
だ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
案
に
相
違
し
て
温
暖
化
問
題
に
懐
疑
的
で
、
い
か
な
る
炭
素
税
に
も
反
対
し
、
パ
リ
協

定
か
ら
の
離
脱
を
公
言
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
し
、
作
戦
の
建
て
直
し
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
欧
州
は
Ｇ
７
、
Ｇ
20
の
機
会
を
活
用
し
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
温
暖
化
問
題
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を

働
き
か
け
た
い
一
方
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
つ
い
て
は
思
案
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
欧
州
政

府
関
係
者
の「
我
々
は
Ｇ
７
、Ｇ
20
を
使
っ
て
米
国
に
圧
力
を
か
け
た
い
が
、彼
ら
を
怒
ら
せ
な
い
（not 

to ruffl
e their feathers

）
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
報
道
さ
れ
て
い
る＊＊

＊

。

　

そ
の
意
味
で
、
２
０
１
７
年
３
月
17
日
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
初
の
首
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脳
会
談
は
注
目
さ
れ
た
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
当
選
に
あ
た
り
、「
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
、

Ｅ
Ｕ
以
外
の
国
の
中
で
、
米
国
ほ
ど
共
通
の
価
値
に
よ
っ
て
緊
密
に
結
ば
れ
て
い
る
国
は
な
い
。
そ
の

共
通
の
価
値
と
は
、
民
主
主
義
、
自
由
、
権
利
の
尊
重
、
全
て
の
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
る
こ
と
で
あ

る
。
人
権
と
尊
厳
は
、
出
身
地
、
肌
の
色
、
宗
教
、
性
別
、
性
的
な
嗜
好
、
政
治
思
想
を
問
う
こ
と
な

く
守
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
こ
れ
ら
の
価
値
を
我
々
と
共
有
す
る
な
ら
ば
、
ト
ラ

ン
プ
氏
と
共
に
働
く
用
意
が
あ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
明
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
気
候
変
動
に
つ
い
て
の
価
値
観
の
共
有
も
「
共
に
働
く
」
条
件
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
環
境
関
係
者
の
間
で
は
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
パ
リ
協
定
と
温
暖
化
防
止

を
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
へ
の
期
待
感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
メ
ル
ケ
ル
首
相
に
と
っ
て
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
と
の
会
談
で
最
重
要
の
課
題
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
の
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
、
米
欧
貿
易
関
係
等
で
あ
り
、
首

脳
会
談
後
の
報
道
を
見
る
限
り
、
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
突
っ
込
ん
で
議
論
さ
れ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な

い
。
何
よ
り
も
良
好
な
米
独
関
係
の
構
築
が
第
一
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

米
国
が
Ｇ
７
、
Ｇ
20
に
お
け
る
温
暖
化
問
題
関
連
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ど
う
反
応
す
る
か
は
未
知
数

で
あ
る
が
、
２
０
１
７
年
３
月
17
〜
18
日
に
バ
ー
デ
ン
・
バ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
財
務
大
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臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ＊＊

＊

に
は
「
気
候
変
動
」
と
い
う
言
葉
は
一
度
も
出
て
こ
な
い
。

２
０
１
６
年
に
上
海
で
開
催
さ
れ
た
会
議
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ＊＊

＊

で
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
の
資
金
動

員
、
パ
リ
協
定
の
支
持
、
緑
の
気
候
基
金
へ
の
拠
出
等
が
謳
わ
れ
て
い
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
米

国
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
等
の
反
対
に
よ
り
、
議
長
国
ド
イ
ツ
が
気
候
変
動
関
連
資
金
に
関
す
る
言
及
を

断
念
し
た
と
の
報
道
も
あ
る＊＊

＊

。
こ
れ
も
発
足
し
た
ば
か
り
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の
決
定
的
な
対
立
を
避

け
た
い
と
い
う
配
慮
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
欧
州
の
慎
重
な
対
応
が
い
つ
ま
で
続
く
か
は
わ
か
ら
な
い
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
は

２
０
１
７
年
秋
に
総
選
挙
を
控
え
て
い
る
。
移
民
で
支
持
率
が
低
下
し
て
い
る
メ
ル
ケ
ル
首
相
に
と
っ

て
、
温
暖
化
問
題
は
ド
イ
ツ
人
の
ト
ラ
ン
プ
嫌
い
と
環
境
原
理
主
義
的
傾
向
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
格
好
の

ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
は
ず
だ
。
仮
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
や
パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
を
打
ち
出

し
た
場
合
、
米
国
と
合
意
で
き
る
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
こ
だ
わ
り
、
首
脳
共
同
声
明
か
ら
も
気
候
変
動
へ

の
言
及
を
落
と
す
と
い
う
選
択
肢
は
取
り
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
京
都
議

定
書
か
ら
離
脱
し
た
後
の
２
０
０
５
年
の
グ
レ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
「
我
々
は
、
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
枠
組
条
約
）
が
、
気
候
変
動
に
関
す
る
将
来
の
行
動
を
交
渉
す
る
た
め
の
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適
切
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
京
都
議
定
書
を
批
准
し
た
国
は
、
同
議
定
書
の
発
効

を
歓
迎
し
、
ま
た
、
そ
の
成
功
に
向
け
取
り
組
む
（T
hose of us w

ho have ratified the K
yoto 

Protocol w
elcom

e its entry into force and w
ill w

ork to m
ake it a success

）」
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ＊＊

＊

を
出
し
た
よ
う
に
、「
パ
リ
協
定
を
批
准
し
た
国
は
」
と
主
語
を
米
国
以
外
の
国
に
特
定
し
、

２
０
１
８
年
に
詳
細
ル
ー
ル
の
採
択
を
目
指
す
、
２
０
１
８
年
に
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
１
・
５
度
特
別
報
告

書
が
出
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
２
０
２
０
年
を
待
た
ず
に
目
標
引
き
上
げ
を
検
討
す
る
、
長
期
戦
略
を

２
０
１
８
年
中
に
提
出
し
、
２
０
５
０
年
80
％
削
減
を
目
指
す
、
気
候
資
金
を
動
員
す
る
等
と
い
っ

た
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
を
深
掘
り
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
も
う
と
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

41　

http://w
w

w
.m

ofa.go.jp/files/000160266.pdf

42　

http://w
w

w
.politico.com

/story/2017/03/europe-trum
p-clim

ate-change-235977

43　

http://w
w

w
.m

of.go.jp/english/international_policy/convention/g20/170318.htm

44　

http://w
w

w
.m

of.go.jp/english/international_policy/convention/g20/160227.htm

45　

http://w
w

w
.reuters.com

/article/us-g20-germ
any-clim

atechange-idU
SK

BN
16O

1S1
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46　
http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/policy/econom

y/sum
m

it/2005/ccc.pdf
（
４
）
国
際
的
な
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
へ
の
影
響

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
は
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
国
際
的
取
り
組
み
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
仮
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
し
た
と
し
て
も
パ
リ
協
定
体
制
が
崩
壊
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
詳
細
ル
ー
ル
の
策
定
を
経
て
目
標
の
策
定
、
提
出
、
レ
ビ
ュ
ー
、
目
標
見
直
し
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
は
始
動
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
各
国
と
も
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む
と
の
姿
勢
は
堅
持
す

る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
世
界
第
二
位
の
排
出
国
で
あ
る
米
国
が
温
暖
化
防
止
に
背
を
向
け
る
こ
と

は
、
余
り
に
も
影
響
が
大
き
い
。
特
に
米
国
と
貿
易
競
合
関
係
に
あ
る
国
々
に
と
っ
て
も
大
き
な
事
情

変
更
と
な
る
。

①　

米
国
と
の
競
争
力
格
差
に
悩
む
Ｅ
Ｕ

　

Ｅ
Ｕ
は
米
国
と
の
国
際
競
争
力
格
差
に
悩
ん
で
き
た
が
、
米
国
が
更
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
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下
を
目
指
す
一
方
で
、
目
標
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
、
更
な
る
高
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
こ
と
に
域
内
で
合

意
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の
中
で
目
標
の
引
き
上
げ
に
向
け
た
議
論
を
先
導
し
て
き
た
英
国

は
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
を
通
告
し
、
域
内
で
は
温
暖
化
対
策
に
慎
重
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
相
対
的
ウ
ェ
ー
ト

が
高
ま
る
こ
と
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
が
総
選
挙
を
迎
え
る
中
で
反
移
民
・
反
Ｅ
Ｕ
政
党
は
ト

ラ
ン
プ
政
権
誕
生
に
気
勢
を
あ
げ
て
お
り
、
彼
ら
は
お
し
な
べ
て
ト
ラ
ン
プ
氏
同
様
、
気
候
変
動
に
は

懐
疑
的
だ
。
世
論
調
査
を
見
る
限
り
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
極
右
政
権
が
誕
生
す
る
可
能
性
は
低
い

が
、
世
論
調
査
が
当
て
に
な
ら
な
い
こ
と
は
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
国
民
投
票
や
米
大
統
領
選
で
経
験
済
み
で

あ
る
。

　

逆
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
対
す
る
反
発
か
ら
フ
ラ
ン
ス
で
マ
ク
ロ
ン
政
権
、
ド
イ
ツ
で
シ
ュ
ル
ツ
政
権

と
い
う
中
道
左
派
政
権
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
米
欧
の
溝
は
一
層
深
ま
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
こ
う
し
た
中
で
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
国
境
税
等
の
保
護
主
義
的
措
置
を
と
れ
ば
、
欧
州
に
お
い

て
炭
素
関
税
を
か
け
る
べ
き
だ
と
の
議
論
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
炭
素
関
税
の
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
は
種
々
の
疑
問
が
あ
る
。

　

第
一
に
「
米
国
が
パ
リ
協
定
に
参
加
し
な
い
」
こ
と
を
も
っ
て
炭
素
関
税
を
課
す
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
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ク
が
不
明
確
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
生
産
を
推
進
す
る
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き

米
国
の
発
電
部
門
で
石
炭
か
ら
ガ
ス
へ
の
転
換
が
進
む
と
思
わ
れ
る
。
米
国
で
石
炭
が
不
振
に
な
っ
た

理
由
は
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
よ
り
も
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
と
の
競
争
が
主
因
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方

だ
。
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
廃
止
に
よ
り
、
米
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
は
オ
バ
マ
政
権
の
目
標
ほ
ど

は
下
が
ら
な
い
と
し
て
も
、
２
０
２
５
年
に
２
０
０
５
年
比
16
％
程
度
の
削
減
に
は
な
る
と
の
見
方
も

あ
る
。
他
方
、
ド
イ
ツ
で
は
脱
原
発
の
穴
の
一
部
を
褐
炭
発
電
で
埋
め
て
い
る
た
め
、
Ｃ
Ｏ　

排
出
量

は
２
０
１
５
年
、
２
０
１
６
年
と
２
年
続
け
て
増
加
し
て
い
る
。
中
国
は
２
０
３
０
年
排
出
量
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
が
、
換
言
す
れ
ば
、
温
室
効
果
ガ
ス
は
そ
れ
ま
で
増
大
す
る
と
い

う
こ
と
だ
。
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
大
し
て
い
る
国
に
関
税
を
課
さ
ず
、
減
少
し
て
い
る
国
に
関
税
を
課

す
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
は
理
解
に
苦
し
む
。

　

第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
挙
に
出
れ
ば
、
た
だ
で
さ
え
保
護
主
義
的
な
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
る
ト
ラ
ン

プ
政
権
は
間
違
い
な
く
報
復
措
置
を
講
じ
、
Ｅ
Ｕ
と
米
国
の
間
の
貿
易
戦
争
に
発
展
す
る
可
能
性
が
高

い
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
関
係
者
か
ら
は
「
欧
州
が
炭
素
関
税
を
か
け
て
き
た
ら
、
倍
に
し
て
や
り
返

す
」
と
の
声
も
聞
こ
え
る
。
Ｅ
Ｕ
と
米
国
の
関
係
は
温
暖
化
防
止
だ
け
で
規
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

２
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い
。
欧
州
は
ロ
シ
ア
へ
の
ガ
ス
依
存
を
低
下
さ
せ
る
た
め
、
米
国
か
ら
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
輸
入
に
期
待

を
か
け
て
い
る
。
更
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の
間
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
ロ
シ
ア
、
中
東
、
テ
ロ
等
、
多
く

の
イ
シ
ュ
ー
で
新
た
な
協
力
関
係
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
安
全
保
障
面
で
は
米
国
が

欧
州
を
失
う
こ
と
で
被
る
悪
影
響
よ
り
も
欧
州
が
米
国
を
失
う
こ
と
で
被
る
悪
影
響
の
方
が
大
き
い
。

そ
う
し
た
中
で
米
国
狙
い
撃
ち
的
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
が
可
能
だ
と
は
思
え
な
い
。

　

第
三
に
Ｅ
Ｕ
内
で
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
。
英
国
、
ド
イ
ツ
は
も
と
も
と

こ
う
し
た
保
護
貿
易
主
義
的
措
置
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
よ
う

に
温
暖
化
対
策
に
慎
重
な
東
欧
諸
国
が
炭
素
関
税
論
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
と
は
思
え
な
い
。
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
オ
ル
バ
ン
首
相
の
よ
う
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
あ
か
ら
さ
ま
な
親
近
感
を
示
す
首
脳
も
い
る
。
仮

に
Ｅ
Ｕ
で
合
意
が
出
来
た
と
し
て
も
、
Ｅ
Ｕ
と
離
脱
交
渉
中
の
英
国
は
同
調
し
な
い
可
能
性
が
高
い
。

む
し
ろ
Ｅ
Ｕ
と
差
別
化
し
た
対
応
を
す
る
こ
と
で
米
英
の
特
別
な
関
係
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ

う
。
Ｅ
Ｕ
以
外
の
地
域
が
Ｅ
Ｕ
の
一
方
的
措
置
に
追
随
す
る
と
も
思
え
な
い
。
事
実
、
２
０
１
６
年
11

月
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
へ
の
出
馬
を
表
明
し
て
い
た
サ
ル
コ
ジ
前
大
統
領
が
米
国
に
対
す
る
炭
素
関

税
を
示
唆
し
た
際
、
欧
州
委
員
会
の
カ
ニ
エ
テ
環
境
担
当
委
員
や
ド
イ
ツ
の
ヘ
ン
ド
リ
ク
ス
環
境
大
臣
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は
「
欧
州
は
排
出
量
取
引
を
志
向
し
て
お
り
、
炭
素
税
は
考
え
て
い
な
い
。
米
国
か
ら
の
輸
入
を
狙
い

撃
ち
す
る
よ
う
な
施
策
は
考
え
て
い
な
い
」
と
発
言
し
て
い
る＊＊

＊

。

②　

責
任
あ
る
大
国
を
演
出
す
る
中
国
、
資
金
約
束
履
行
を
迫
る
イ
ン
ド

　

世
界
最
大
の
排
出
国
、
中
国
は
ど
う
か
。
２
０
１
７
年
１
月
の
ダ
ボ
ス
会
議
で
習
近
平
国
家
主
席

は
「
気
候
変
動
に
取
り
組
む
こ
と
は
将
来
世
代
へ
の
我
々
の
責
任
で
あ
り
、
米
国
は
歴
史
的
な
パ
リ
合

意
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
、
会
場
の
喝
采
を
浴
び
た＊＊

＊

。
中
国
は
も
と
も
と
２
０
３
０
年
ピ

ー
ク
ア
ウ
ト
と
い
う
楽
に
達
成
で
き
る
目
標
を
出
し
て
い
る
の
で
、
有
利
な
立
場
に
あ
る
。
米
国
が
温

暖
化
対
策
に
後
ろ
向
き
に
な
っ
た
と
き
に
最
大
の
排
出
国
で
あ
る
中
国
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
る
こ

と
は
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
。「
責
任
あ
る
大
国
」
を
演
出
す
る
に
は
絶
好
の
機
会
と
も
い
え
る
。
し
か

し
、
中
国
と
の
貿
易
赤
字
を
槍
玉
に
あ
げ
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
、
米
中
通
商
摩
擦
が
予
想
さ
れ
る
中

で
、
更
な
る
目
標
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
「
米
国
の
動
向
を
横
目
で
睨
み
な
が
ら
」
と
い
う
対
応
と
な

ろ
う
。

　

イ
ン
ド
等
の
途
上
国
は
米
国
が
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
資
金
拠
出
を
停
止
す
る
こ
と
を
強
く
批
判
す
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る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
他
の
先
進
国
が
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
分
の
残
額
20
億
ド
ル
を
払
う
と
も
思

え
な
い
。
緑
の
気
候
基
金
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
動
員
す
る
と
さ
れ
る
１
０
０
０
億
ド
ル
の
一
部
に
過

ぎ
な
い
が
、
先
進
国
に
よ
る
資
金
約
束
の
不
履
行
を
も
っ
て
途
上
国
の
約
束
草
案
の
実
施
が
難
し
く
な

っ
た
と
い
う
議
論
を
展
開
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
ま
た
先
進
国
か
ら
の
支
援
の
減
額
を
理
由

に
、
パ
リ
協
定
の
詳
細
ル
ー
ル
交
渉
に
お
い
て
途
上
国
へ
の
特
別
な
配
慮
を
強
く
主
張
す
る
可
能
性
も

高
い
。

　

こ
の
よ
う
に
現
時
点
で
の
情
報
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
は
地
球
温
暖
化
防
止

と
い
う
国
際
的
潮
流
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
米
国
が
大
き
く
舵

を
切
る
中
で
国
際
社
会
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

47　

http://new
s.trust.org/item

/20161114183259-i72t9/

48　

http://w
w

w
.huffi

ngtonpost.com
/entry/china-trum

p-paris-clim
ate-pact_us_587e64e7e4b0f63fcfa35a46
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６
．
我
が
国
に
と
っ
て
の
意
味
合
い

　

最
後
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
我
が
国
の
温
暖
化
対
策
に
も
た
ら
す
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
私

見
を
述
べ
て
み
た
い
。

（
１
）
日
本
は
パ
リ
協
定
の
下
で
努
力
を

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
パ
リ
協
定
に
残
留
す
る
の
か
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
か
ら
も
離
脱
し
て
し
ま
う
の
か
は

未
だ
見
え
な
い
。
し
か
し
米
国
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
お
う
と
、
日
本
は
パ
リ
協
定
の
下
で
温
暖

化
防
止
努
力
を
継
続
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
先
進
国
の
み
が
義
務
を
負
い
、
そ
の

排
出
量
の
半
分
を
占
め
る
米
国
が
離
脱
し
て
し
ま
っ
た
京
都
議
定
書
と
、
全
て
の
国
が
排
出
削
減
・
抑

制
目
標
を
登
録
し
て
い
る
が
、
目
標
達
成
は
義
務
で
は
な
い
パ
リ
協
定
と
で
は
事
情
が
異
な
る
。
日
本

は
、
国
内
で
は
▲
26
％
目
標
の
前
提
と
な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
に
最
大
限
の
努
力
を

し
、
国
外
で
は
パ
リ
協
定
の
ル
ー
ル
作
り
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
す
ぐ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
防

止
技
術
の
海
外
展
開
を
通
じ
て
、
海
外
に
お
け
る
削
減
に
も
貢
献
す
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
長
期
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
革
新
的
技
術
開
発
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
技
術
立
国
日
本
の
役
割
で
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あ
ろ
う
。

（
２
）
米
国
の
パ
リ
協
定
残
留
が
望
ま
し
い
理
由

　

筆
者
は
「
４
．（
３
）
パ
リ
協
定
を
め
ぐ
る
シ
ナ
リ
オ
」
に
お
い
て
「
米
国
は
目
標
値
を
下
方
修
正

し
て
パ
リ
協
定
に
残
留
す
る
」
と
の
シ
ナ
リ
オ
の
可
能
性
が
高
い
と
記
し
た
が
、
こ
れ
は
多
分
に
願
望

も
入
っ
て
い
る
。
米
国
の
パ
リ
協
定
残
留
が
望
ま
し
い
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
枠
組
み
に
は
米
国
の
参
加
が
不
可
欠

　

米
国
、
中
国
を
含
む
全
て
の
主
要
排
出
国
が
参
加
す
る
公
平
で
実
効
あ
る
枠
組
み
の
実
現
は
日
本
が

一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
交
渉
目
的
で
あ
っ
た
。
パ
リ
協
定
は
京
都
議
定
書
の
失
敗
に
学
び
、
カ
ン
ク

ン
合
意
を
経
て
、
よ
う
や
く
合
意
で
き
た
全
員
参
加
型
の
法
的
枠
組
み
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
世
界

第
二
位
の
排
出
国
で
あ
る
米
国
が
離
脱
す
る
こ
と
は
、
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
国
際
的
取
り
組
み
に
極

め
て
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
で
温
暖
化
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
後
退
す
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
環
境
関
係
者
の
間
で
は
「
今
後
は
中
国
こ
そ
が
世
界
の
温
暖
化
防
止
努
力
の
リ
ー
ダ
ー
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だ
」
と
の
議
論
も
あ
る
が
、
国
際
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
中
で
中
国
が
米
国
に
比
し
て
「
道
義
的
に
高
み
に
あ

る
」
状
態
は
米
国
に
と
っ
て
決
し
て
メ
リ
ッ
ト
に
は
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
２
０
３
０
年
ま
で
排
出
増

を
認
め
ら
れ
、
深
刻
な
大
気
汚
染
を
抱
え
る
中
国
が
「
温
暖
化
防
止
の
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
」
と
崇
め
奉

ら
れ
る
よ
う
な
事
態
は
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

②　

詳
細
ル
ー
ル
交
渉
に
は
米
国
の
交
渉
力
が
必
要

　

パ
リ
協
定
の
枠
組
み
は
ま
だ
完
成
途
上
で
あ
り
、
今
後
、
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
手
続
き
を
含
む
詳

細
ル
ー
ル
作
り
に
向
け
て
困
難
な
交
渉
が
待
っ
て
い
る
。
先
進
国
・
途
上
国
の
二
分
論
を
排
除
す
る
こ

と
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
、
オ
バ
マ
政
権
を
問
わ
ず
、
米
国
代
表
団
が
最
も
重
視
す
る
イ
シ
ュ
ー
で
あ
っ

た
。「
５
．（
１
）
国
連
交
渉
は
ど
う
展
開
す
る
か
」
で
述
べ
た
よ
う
に
米
国
不
在
の
交
渉
に
な
っ
た
場

合
、
途
上
国
の
発
言
力
が
相
対
的
に
増
大
し
、
パ
リ
協
定
の
詳
細
ル
ー
ル
に
二
分
論
が
持
ち
込
ま
れ
る

恐
れ
が
大
き
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
せ
っ
か
く
で
き
た
パ
リ
協
定
が
「
仏
作
っ
て
魂
入
れ
ず
」
に
な
っ
て

し
ま
う
。
米
国
が
中
国
と
の
国
際
競
争
上
の
公
正
性
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
先
進
国
の

み
に
厳
し
く
、
途
上
国
に
甘
い
枠
組
み
は
米
国
の
利
益
に
も
な
ら
な
い
。
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③　

経
済
・
雇
用
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性

　

筆
者
が
米
国
の
パ
リ
協
定
残
留
を
期
待
す
る
理
由
の
一
つ
は
、
温
暖
化
サ
ー
ク
ル
に
経
済
成
長
、
雇

用
の
重
要
性
の
視
点
を
持
ち
込
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
見
て

も
、
国
連
温
暖
化
交
渉
は
、「
野
心
は
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
良
い
」「
温
暖
化
対
策
に
よ
っ
て
新
た
な
雇

用
が
生
ま
れ
経
済
は
伸
び
る
」「
石
炭
は
使
わ
ず
に
地
中
に
留
め
て
お
く
べ
き
」
と
い
っ
た
現
実
か
ら

遊
離
し
た
理
念
先
行
型
の
議
論
が
支
配
的
で
あ
る
。
温
暖
化
対
策
に
よ
る
経
済
へ
の
悪
影
響
を
口
に
す

る
と
「
反
動
的
」「
化
石
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
よ
う
な
独
特
の
雰
囲
気
が
あ
り
、
米
国
に
お
い

て
リ
ベ
ラ
ル
派
の
作
り
出
し
た
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
に
よ
っ
て
自
由
に
も
の
を
言
え
な
い

雰
囲
気
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
「
温
暖
化
は
生
じ
て
い
な
い
」「
温
暖
化
の
原
因
は
温
室
効
果
ガ
ス
で
は
な

い
」
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
し
ま
っ
て
は
接
点
を
見
出
し
よ
う
が
な
い
が
、
大
統
領
選
当
選
後

は
「
温
暖
化
と
人
間
活
動
に
何
ら
か
の
関
係
は
あ
る
と
思
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
ま
た
「（
温

暖
化
対
策
が
）
経
済
、
雇
用
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
が
問
題
だ
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
は
国

連
温
暖
化
交
渉
の
場
で
は
聞
か
れ
な
い
「
本
音
の
正
論
」
と
も
言
え
、
経
団
連
が
常
に
主
張
し
て
き
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た
「
環
境
と
経
済
の
両
立
」
と
も
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
環
境
関
係
者
は
「
温
暖
化
防
止
に
後
ろ
向
き

だ
」
と
攻
撃
す
る
で
あ
ろ
う
が
、「
温
暖
化
防
止
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
」
と
い
う
当
た
り
前
の
議
論

を
封
じ
て
い
た
の
で
は
、
温
暖
化
交
渉
の
世
界
の
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
永
遠
に
埋
ま
ら
な
い
。

こ
う
し
た
議
論
は
温
暖
化
サ
ー
ク
ル
の
中
で
喚
起
す
る
か
ら
こ
そ
意
味
が
あ
る
の
で
あ
り
、
離
脱
し
て

し
ま
っ
た
の
で
は
議
論
に
な
ら
な
い
。
米
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
国
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
輸
出
に

も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
米
国
以
外
の
世
界
が
極
端
な
方
向
に
流
れ
る
こ
と
は
米
国

自
身
の
利
益
に
も
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

④　

温
暖
化
の
科
学
の
不
確
実
性

　

同
じ
こ
と
は
温
暖
化
の
科
学
の
議
論
に
も
あ
て
は
ま
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
気
候
変
動
懐
疑
的
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
が
、
一
口
に
「
懐
疑
派
」
と
言
っ
て
も
、「
温
暖
化
は
生
じ
て
い
な
い
」「
温
暖
化
の
原

因
は
温
室
効
果
ガ
ス
で
は
な
い
」「
温
暖
化
は
人
類
に
と
っ
て
便
益
」
と
い
っ
た
極
端
な
も
の
か
ら
、

「
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
上
昇
が
ど
の
程
度
の
温
度
上
昇
を
も
た
ら
す
か
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
い
」「
温
暖

化
被
害
の
コ
ス
ト
計
算
に
は
割
引
率
の
概
念
が
必
要
」
と
い
う
も
の
ま
で
様
々
で
あ
る
。
環
境
関
係
者
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は
「
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
科
学
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
否
定
し
て
い
る
」
と
批
判
す
る
が
、「
温
暖
化
が
温

室
効
果
ガ
ス
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
」
は
ほ
ぼ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
あ
る
と
し
て
も
、
気
候
感
度

や
温
暖
化
被
害
の
コ
ス
ト
に
科
学
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
い
こ
と
は
厳
然
た
る
事
実
だ
。
温
暖
化
サ
ー

ク
ル
で
は
、
特
定
の
シ
ナ
リ
オ
を
あ
た
か
も
科
学
の
要
請
の
よ
う
に
語
り
、
そ
れ
に
異
を
は
さ
む
見
解

を
十
把
ひ
と
か
ら
げ
に
「
懐
疑
派
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
傾
向
が
確
か
に
存
在
す
る
。
中
立
的
た
る
べ

き
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
議
長
が
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
勧
告
」
と
称
し
て
特
定
の
方
向
性
を
慫
慂
し
た
事
例
も
あ
っ

た
。
共
和
党
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
政
治
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

と
批
判
し
て
い
る
の
は
根
も
葉
も
な
い
も
の
で
は
な
い
。
２
０
１
８
年
に
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
１
・
５
度
特

別
報
告
書
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
気
候
感
度
の
不
確
実
性
等
に
留
意
し
た
も
の
に
し
な
け
れ

ば
、
特
定
の
気
候
感
度
を
前
提
と
し
た
４
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
が
一
人
歩
き
し
た
よ
う
に
、
例
え
ば
３
５
０
ｐ

ｐ
ｍ
が
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
国
際
的
議
論

を
ま
す
ま
す
出
口
の
な
い
も
の
に
す
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
地
球
温
暖
化
の
科
学
に
疑
問
を
持
っ
て
い

る
な
ら
ば
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
場
で
気
候
感
度
や
温
暖
化
被
害
の
コ
ス
ト
の
不
確
実
性
等
を
踏
ま
え
た
科
学

的
な
議
論
を
慫
慂
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
背
を
向
け
た
の
で
は
問
題
解
決
に
な
ら
な
い
。
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（
３
）
日
米
協
力
の
可
能
性

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
国
内
石
油
・
ガ
ス
生
産
の
拡
大
を
通
じ
て
米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
を
目
指
し
て

い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
大
国
で
あ
っ
た
米
国
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出
大
国
に
転
換
す
る
こ
と
は
、
国
際

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
緩
和
に
つ
な
が
り
、
化
石
燃
料
の
ほ
ぼ
全
量
を
輸
入
に
依
存
す
る
日
本
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
に
な
る
。
ま
た
米
国
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
出
を
増
大
す
れ
ば
、
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
調
達
先
の
多
角
化
に
も

つ
な
が
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
な
る
。
更
に
仕
向
け
地
条
項
を
有
さ
な
い
米

国
産
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
国
際
市
場
で
存
在
感
を
増
せ
ば
、
日
本
が
追
求
し
て
い
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
調
達
条
件
の
弾
力
化

に
も
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

　

オ
バ
マ
政
権
は
欧
州
と
共
に
我
が
国
の
途
上
国
へ
の
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
輸
出
を
「
汚

れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ロ
ッ
ク
イ
ン
す
る
」
と
の
理
由
で
制
約
を
加
え
よ
う
と
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
石
炭
を
悪
玉
視
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
環
境
制
約
の
中
で
石
炭
の
利
用
可
能
性
を
高

め
る
方
策
と
し
て
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ　

の
回
収
・
貯
蔵
）
に
強
い
関

心
を
持
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
関
係
者
が
パ
リ
協
定
残
留
に
関
す
る
欧
州
か
ら
の
働
き
か
け
に
対

し
て
「
化
石
燃
料
か
ら
の
排
出
量
を
削
減
す
る
技
術
の
開
発
・
普
及
を
世
界
が
支
持
す
る
こ
と
が
条

２
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件
」
と
語
っ
た
と
の
報
道
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
。
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
強
み
を
有
す
る

我
が
国
に
と
っ
て
、
米
国
と
の
協
力
の
可
能
性
が
増
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
原
子
力
オ
プ
シ
ョ
ン
の
発
展
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
具
体
的
な
政
策
内
容
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
米
国
内
の
原
子
力
事
業
環
境
の
改
善
が
図
ら

れ
れ
ば
、
我
が
国
の
今
後
の
国
内
政
策
環
境
の
議
論
に
も
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
新
型
炉
、
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
等
、
技
術
面
で
の
協
力
の
可
能
性
も
あ
る
。
２
０
１
８
年
に
更
新
時

期
を
迎
え
る
日
米
原
子
力
協
定
の
観
点
か
ら
も
、
原
子
力
分
野
で
の
協
力
は
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
重
視
す
る
化
石
燃
料
の
ク
リ
ー
ン
な
利
用
や
原
子
力
は
、
そ
れ
自
体
が
温
暖
化
防

止
に
動
機
付
け
ら
れ
た
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
分
野
に
お
い
て
日
米
協
力
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
２
０
１
７
年
の
春
に
は
ペ

ン
ス
副
大
統
領
と
麻
生
副
総
理
を
ヘ
ッ
ド
と
す
る
日
米
経
済
対
話
が
始
動
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
米
国
の
パ
リ
協
定
に
対
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
如
何
に
か
か

わ
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
日
米
協
力
を
積
極
的
に
追
求
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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（
４
）
日
本
の
今
後
の
国
内
議
論
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
の
方
向
性
は
必
然
的
に
今
後
の
日
本
の
国
内
対
策
の
議

論
に
も
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

①　

国
際
競
争
力
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
重
要
な
の
は
米
国

　

国
内
で
温
暖
化
の
議
論
を
す
る
と
欧
州
の
事
例
ば
か
り
が
語
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
国
際
競
争
力

の
問
題
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
日
本
と
貿
易
関
係
の
強
い
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

状
況
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
世
界
の
貿
易
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
見
る
と
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
対
Ｅ
Ｕ

域
内
依
存
度
は
輸
出
63
％
、
輸
入
65
％
で
あ
り
、
対
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
地
域
依
存
度
は
輸
出
20
％
、
輸
入
22
・

２
％
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
日
本
の
場
合
、
対
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
地
域
依
存
度
は
輸
出
77
％
、
輸
入
71
％
で

あ
る
の
に
対
し
、
対
Ｅ
Ｕ
依
存
度
は
輸
出
11
％
、
輸
入
11
％
で
あ
る
（
１
２
０
ペ
ー
ジ
の
図
23
）。
温

暖
化
対
策
の
国
際
競
争
力
へ
の
影
響
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
欧
州
よ
り
も
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
地
域
の
状

況
、
中
で
も
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
米
国
の
動
向
を
考
慮
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
ト

ラ
ン
プ
政
権
の
下
で
日
米
の
貿
易
環
境
に
大
き
な
変
化
が
生
ず
る
可
能
性
も
あ
り
、
一
層
の
注
視
が
必
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図
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要
と
な
ろ
う
。

②　

▲
26
％
目
標
の
前
提
条
件
の
事
情
変
更

　

我
が
国
の
２
０
３
０
年
▲
26
％
目
標
を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
震
災

前
水
準
ま
で
の
回
復
、
②
電
力
コ
ス
ト
の
現
状
か
ら
の
引
き
下
げ
と
あ
わ
せ
、
③
欧
米
に
遜
色
の
な
い

温
暖
化
防
止
目
標
が
基
本
方
針
と
さ
れ
た
（
１
２
２
ペ
ー
ジ
の
図
24
）。「
欧
米
に
遜
色
の
な
い
温
暖
化

防
止
目
標
」
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
オ
バ
マ
政
権
の
２
０
２
５
年
▲
26
〜
28
％
が
重
要
な
考
慮
材
料
に

な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
１
２
３
ペ
ー
ジ
の
図
25
）。
こ
の
３
つ
の
方
針
を
同
時
に
満
た
す
こ

と
は
複
雑
な
連
立
方
程
式
を
解
く
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
が
、
17
％
の
省
エ
ネ
、
原
発
シ
ェ

ア
20
〜
22
％
、
再
エ
ネ
シ
ェ
ア
22
〜
24
％
を
柱
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
パ
リ
協
定
を
離
脱
す
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
パ
リ
協
定
に
残
留
す
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
オ
バ
マ
政
権
の
２
０
２
５
年
▲
26
〜
28
％
を
撤
回
・
見
直
し
す
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
我
が
国
の
▲
26
％
の
考
慮
材
料
と
な
っ
た
米
国
の
温
暖
化
防
止
目
標
に
重
大
な
事
情
変
更
が
生
ず

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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図
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日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
、
経
済
成
長
、
温
暖
化
防
止
の
同
時
達
成
を
目
指
し
、
入
念
に
作

ら
れ
た
合
理
的
な
も
の
で
あ
り
、「
６
．（
１
）
日
本
は
パ
リ
協
定
の

下
で
努
力
を
」
で
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
実
現
を
追
求
す
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
足
元
の
原
子
力
発
電
再
稼
動
を
め
ぐ
る
状
況
を
見
れ

ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
は
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な

い
。
原
子
力
発
電
再
稼
動
が
予
定
通
り
進
ま
な
い
場
合
、
▲
26
％
を

実
現
す
る
こ
と
を
最
優
先
し
て
原
子
力
発
電
の
穴
を
省
エ
ネ
、
再
エ

ネ
で
埋
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
本
の
電
力
コ
ス
ト
は
間
違
い
な
く

上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
米
国
が
国
益
第
一
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
引
き
下
げ
を
図
る
中
で
、
日
本
が
原
子
力
発
電
再
稼
動
の
進
捗
に

関
わ
り
な
く
▲
26
％
達
成
を
金
科
玉
条
と
す
れ
ば
、
国
際
競
争
力
の

悪
化
、
米
国
へ
の
カ
ー
ボ
ン
リ
ー
ケ
ー
ジ
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
追
求
し
つ
つ
、
そ
の
実
現
が
困
難

出所：総合資源エネルギー調査会資料

図25　日・米・EUの中期目標
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と
見
な
さ
れ
る
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
経
済
、
産
業
競
争
力
に
留
意
し
た
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な

ろ
う
。

③　

長
期
戦
略
の
議
論
に
も
影
響

　

こ
れ
か
ら
２
０
１
８
年
に
か
け
て
日
本
国
内
で
は
パ
リ
協
定
第
４
条
第
19
項
に
基
づ
く
長
期
戦
略
の

策
定
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
、
２
０
１
７
年
３
月
に
中

央
環
境
審
議
会
長
期
低
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
小
委
員
会
は
、
長
期
低
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
を
提
示
し
た
。

そ
の
中
で
は
２
０
３
０
年
▲
26
％
、
２
０
５
０
年
▲
80
％
を
目
指
す
た
め
、「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
」
を
重
要
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
（
図
26
）。

　

２
０
５
０
年
▲
80
％
目
標
の
前
提
条
件
は
２
０
１
６
年
５
月
の
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に
明
記
さ
れ

て
い
る
通
り
、「
全
て
の
主
要
排
出
国
が
参
加
す
る
公
平
で
実
効
あ
る
枠
組
み
」「
主
要
排
出
国
の
能
力

に
応
じ
た
取
り
組
み
」「
温
暖
化
対
策
と
経
済
と
の
両
立
」
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
主
要
排
出
国
で
あ

る
米
国
の
動
向
は
前
提
条
件
の
重
要
な
構
成
要
素
と
な
ろ
う
。
オ
バ
マ
政
権
は
政
権
末
期
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

22
に
お
い
て
２
０
５
０
年
ま
で
に
２
０
０
５
年
比
80
％
以
上
削
減
と
い
う"M

id-Century Strategy 
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図
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for D
eep D

ecarbonization"

を
発
表
し
た
（
図
27
）。
し
か
し
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
米
国
が
パ
リ
協
定

か
ら
離
脱
す
れ
ば
、
こ
の
戦
略
は
消
え
る
こ
と
と
な
り
、
パ
リ
協
定
に
残
留
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

撤
回
も
し
く
は
差
し
替
え
と
な
ろ
う
。
２
０
２
５
年
目
標
を
撤
回
・
見
直
し
す
る
中
で
、
２
０
５
０
年

目
標
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
主
要
排
出
国
の
能
力
に

応
じ
た
取
り
組
み
」
の
重
要
な
事
情
変
更
に
他
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
環
境
省
の
長
期
低
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
が
重
要
な
柱
と
し
て
い
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
に
つ
い
て
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
、
共
和
党
は
い
ず
れ
も
「
い
か
な
る
形
の
炭
素
税
も
導
入
し
な

い
」
と
明
言
し
て
い
る
。
国
際
的
に
統
一
さ
れ
た
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
ス
が
存
在
し
な
い
中
で
、
カ
ー
ボ

ン
プ
ラ
イ
ス
を
政
策
的
に
導
入
す
る
際
の
最
大
の
問
題
点
は
国
際
競
争
力
へ
の
影
響
で
あ
る
。
我
が
国

に
お
い
て
今
後
、
炭
素
税
導
入
論
が
生
じ
た
場
合
、
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
米
国
が
い
か
な
る
形

の
炭
素
税
も
導
入
せ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
下
を
追
求
し
て
い
る
と
い
う
点
を
十
分
考
慮
に
入
れ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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終
わ
り
に

　

以
上
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
の
方
向
性
、
影
響
等
に
つ
い
て
現
時
点
で
の
情

報
に
基
づ
き
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
国
際
的
影
響
、
我
が
国
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
つ

い
て
私
見
を
述
べ
た
。
政
権
発
足
後
い
ま
だ
２
ヶ
月
余
り
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
船
出
は
国
内
外

と
も
に
種
々
の
障
害
に
直
面
し
て
い
る
。
主
要
省
庁
の
政
治
任
用
ポ
ス
ト
も
埋
ま
っ
て
お
ら
ず
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
が
軌
道
に
乗
り
始
め
る
の
は
２
０
１
７
年
の
秋
以
降
と
な
ろ
う
。
ま
た
か
つ
て
京

都
議
定
書
離
脱
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
形
で
温
暖
化
政
策
の
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権

が
、
政
権
後
期
に
は
温
暖
化
問
題
の
重
要
性
を
認
知
し
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
）
を
通
じ
た
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
主
要
経
済
国
会
合
（
Ｍ
Ｅ
Ｍ
）
を
通
じ
た
議
論
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
事
例
も
あ
る
。
ま
た
本
件
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
通
商
政
策
を
含
む
対
外
経
済

政
策
と
も
密
接
に
関
係
を
持
ち
う
る
分
野
で
あ
り
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

　

21
世
紀
政
策
研
究
所
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
米
国
の
状
況
を
定
点
観
測
し
、
そ
の
時
点
で
の
情
勢

分
析
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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